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はしがき

この年報は、特別の記事を除いては令和６年４月１日現在の資料に基づ

き、過去数年間の比較を含めた消防業務に関する諸般の実態について収録

したもので、消防行政の運営上の指針として役立たせることを目的に編さ

んしたものであります。

令和６年４月

新城市消防本部
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１ 消 防 情 勢



新城市消防本部管内図

◎ 本管内は、愛知県の東北端で、東京から約300km、大阪から約300km、名古屋か

ら約100㎞という日本列島のほぼ真ん中に位置しています。

◎ 東三河地域の山間部で、西三河地域、下伊那地域（長野県）、西遠地域（静岡県）

に隣接し、それぞれの主要都市である豊橋市、豊川市、岡崎市、豊田市、飯田市、

浜松市に囲まれています。

◎ 本管内は、木曽、明石山系の山岳を中心とした広大な面積1,052.43㎢、県土の

20.4%を有しています。
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所 　在 　地

管内の人口・世帯数・面積

女 計

21,474 42,784

2,136 4,138

1,406 2,745

484 954

25,500 50,621

消防力の配分

ｋ㎡

世帯

人

ｋ㎡

世帯

人

ｋ㎡

世帯

人

管内の現況
令和6年４月１日現在

　　　　　新　城　市　消　防　本　部

　　新城市消防署　　　

　　新城市消防署　鳳来出張所 新城市門谷字万寿3番地20

　　新城市消防署　作手出張所 新城市作手高里字縄手上38番地1

　　新城市消防署　設楽分署 北設楽郡設楽町田口字ﾋﾛｶｲﾂ48番地2・49番地2合併地

　　新城市消防署　津具分遣所 北設楽郡設楽町津具字下川原6番地1

　　新城市消防署　東栄分署 北設楽郡東栄町大字三輪字上奈根58番地1

　　新城市消防署　豊根出張所 北設楽郡豊根村下黒川字蕨平2番地

人　　　口

男

新　　城　　市 21,310 17,716 499.23 

北設楽郡設楽町 2,002 1,936 273.94 

北設楽郡東栄町 1,339 1,329 123.38 

北設楽郡豊根村 470 461 155.88 

計 25,121 21,442 1,052.43 

面　　　積 6.88 

世　帯　数 140 

人　　　口 331 

面　　　積 95.68 

世　帯　数 1,949 

人　　　口 4,602 

面　　　積 150.35 

世　帯　数 3,063 

人　　　口 7,232 

新城市平井字新栄83番地

区　　分 世帯数 面積（ｋ㎡）

消 防 吏 員 153 名 消防吏員１人あたり

常 備 消 防 車
(ﾎﾟﾝﾌﾟを備えて

いる車両)
11 台 車両１台あたり

救 急 車 7 台 車両１台あたり

消

防

署
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消防機関の配置図

令和６年４月１日現在

N

▽人員

◆消防本部

消防長 １名

消防総務課 課長以下 ８名（総務係・消防団係）

予防課 課長以下 １１名（予防係・査察指導係・危険物係）

◆消 防 署

消防署長 １名

副署長 １名

警防管理担当 参事以下 １１名（内東三河消防通信指令事務協議会派遣３名）

予防司令 １名

本署 指揮隊長以下 ５１名

（指揮１担当・消防１担当・救助１担当・救急１担当）

（指揮２担当・消防２担当・救助２担当・救急２担当）

▽車輌 指揮車・化学消防ポンプ自動車・消防ポンプ自動車・屈折梯子付消防ポンプ自動車
水槽付消防ポンプ自動車・小型動力ポンプ付水槽車・救助工作車・資機材搬送車
高規格救急自動車２台・広報車等９台
【 計２０台（内訳、消防総務課６台、予防課２台、消防署本署１２台） 】

◆作手出張所

▽人員 出張所長以下 １０名

（１担当・２担当）

▽車輌 水槽付消防ポンプ自動車
高規格救急自動車

【計２台】

◆豊根出張所

▽人員 出張所長以下 １０名

（１担当・２担当）

▽車輌 水槽付消防ポンプ自動車

高規格救急自動車

【計２台】

新城市

東栄町

豊根村

設楽町

▲消防無線霧石中継所

▲消防無線行者越中継所

▲消防無線北大鈴山中継所

▲消防無線大田代中継所

管 内 の 位 置

本管内は、愛知県の東北端で、東京から約３００ｋｍ、大阪か

ら約３００ｋｍ、名古屋から約１００ｋｍという日本列島のほぼ

真ん中に位置しています。

東三河地域の山間部で、西三河地域、下伊那地域（長野県）、西

遠地域（静岡県）に隣接し、それぞれの主要都市である豊橋市・岡

崎市・豊田市・飯田市・浜松市に囲まれています。

また、本管内は、木曽、赤石山系の山岳を中心とした広大な面

積（１,０５２．４３ｋ㎡、県土の約２０％）を有しています。

■新城市消防防災センター

■ 総職員数 １５３名

○ 消防本部 消防長以下 ２０名

○ 消防署 消防署長以下 １３３名

■ 車輌台数 ３４台

◆津具分遣所

▽人員 分遣所員 １当直２名

※設楽分署職員から交代勤務

▽車輌 小型動力ポンプ付積載車

資機材搬送車 【計２台】
◆設楽分署

▽人員 分署長以下 ２２名

（１担当・２担当）

（津具分遣所交代勤務者含む）

▽車輌 水槽付消防ポンプ自動車

高規格救急自動車

広報車 【計３台】

◆東栄分署

▽人員 分署長以下 １６名

（１担当・２担当）

▽車輌 水槽付消防ポンプ自動車

高規格救急自動車

広報車 【計３台】

◆鳳来出張所

▽人員 出張所長以下 １０名

（１担当・２担当）

▽車輌 水槽付消防ポンプ自動車
高規格救急自動車

【計２台】
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（単位：千円）

                  区 分

  年度別

令 和 2 年 度

令 和 3 年 度

令 和 4 年 度

令 和 5 年 度

令 和 6 年 度

（単位：千円）

1,502,171 140,774

1,580,100 143,640

1,574,369 127,942

1,510,916 91,111 

1,696,763 214,935 

市一般会計予算額と消防費の比較

市　一　般　会　計
予　算　額（当初）

  消防費（当初） 構　成　比

23,887,000 1,502,171 6.3 %

22,860,000 1,580,100 6.9 %

24,000,000 1,574,369 6.6 %

25,398,000 1,510,916 5.9 %

25,270,000 1,696,763 6.7 %

消防費の内訳

消　防　費（当　初）

令 和 2 年 度 1,209,884 151,513

令 和 3 年 度 1,291,920 144,540

令 和 4 年 度 1,310,552 135,875

令 和 5 年 度 1,272,641 147,164 

令 和 6 年 度 1,360,831 120,997 

                 　 区 分

  年度別 消防費総額 常備消防費 非常備消防費 災害対策費
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消防相互応援協定

消防相互応援協定名 協 定 締 結 団 体 締結年月

愛知県下高速道路における

消防相互応援協定

豊橋市、豊川市、岡崎市、豊田市

尾三消防組合、名古屋市、尾張旭市

春日井市、小牧市、岩倉市、一宮市

稲沢市、海部東部消防組合、蟹江町

津島市、愛西市、海部南部消防組合

西春日井広域事務組合、東海市

大府市、衣浦東部広域連合、瀬戸市

平成３０年 ７月

東三河地区消防相互応援協定 豊橋市、豊川市、蒲郡市、田原市 平成２６年 ３月

東名高速道路における

消防相互応援協定
浜松市、豊橋市、豊川市 平成２４年 ４月

愛知県内広域消防相互応援協定 県下 41 市町村等 平成１５年 ４月

愛知県防災ヘリコプター支援協定 県下市町村、消防事務に関する一部事務組合 平成１９年 ８月

浜松市・新城市・設楽町・東栄町

及び豊根村の消防相互応援協定
浜松市、設楽町、東栄町、豊根村 平成３１年 ３月

新城市及び南信州広域連合

消防相互応援協定
南信州広域連合 平成２０年 １月

浜松市･新城市航空消防応援協定 浜松市 平成２２年 ３月

新東名高速道路における消防相互

応援協定
浜松市 平成２８年 ２月
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新城消防のあゆみ

昭和 30 年 4 月町村合併により新城町・千郷村・東郷村・舟着村・八名村の各消防団が合併し、5分団 48 部

1,710 名による新城町消防団が発足した。

昭和 31 年 9 月新城町、鳳来町の境界変更に伴い 68 名減員して 5分団 46 部 1,642 名となった。そして昭和 32 年

5 月には、団本部へ消防ポンプ自動車を購入配車し、機動性をもつ近代的な消防団として団員の志気高揚と消防力

の強化を図った。

昭和 33 年 11 月市制施行に伴い新城市消防団と改称し、その後も消防の近代化を目指して整備を進め、昭和 40

年には常備消防を発足し、消防力の強化拡充に努めた。

平成 8年 4月には、南設楽郡鳳来町及び同郡作手村の消防事務を受託し広域消防が発足、さらに平成 11 年 4月

には北設楽郡５町村（設楽町・東栄町・豊根村・富山村・津具村）を加えたモデル広域消防が発足した。

平成 17 年 10 月市町村合併により、構成 8市町村のうち、新城市・南設楽郡鳳来町・同郡作手村が新城市に、北

設楽郡設楽町・同郡津具村が同郡設楽町に、翌月 11 月北設楽郡豊根村・同郡富山村が同郡豊根村になり、管内 1

市 2 町 1 村の構成となった。

昭和 30 年 4月 新城町消防団が、5分団 1,710 名で発足

昭和 33 年 11月 市制施行に伴い新城町消防団から新城市消防団へ改称、5分団 1,642 名となる。

昭和 36 年 4月 消防団の整備を行い、1,163 名となる。

昭和 38 年 12月 消防ポンプ自動車を購入、西部分団第 4部へ配車

昭和 39 年 9月 消防本部・消防署設置事務局を設置

昭和 40 年 3月 消防ポンプ自動車を購入、西部分団第 6部へ配車

4月 消防本部・消防署(消防職員 17 名、消防ポンプ自動車 1台、オートバイ 1台)を設置

し、消防業務を開始

常備消防発足に伴い消防団の整備を行い、10 分団 43 班 628 名で消防ポンプ自動車 2

台、三輪ポンプ自動車 6台、手引動力ポンプ 10 台、小型動力ポンプ 24 台、積載車

(三輪)1 台となる。

7月 水槽付消防ポンプ自動車を購入、消防署へ配車

8月 消防職員 4名増員、21 名となる。

昭和 41 年 3月 小型動力ポンプを購入、消防署へ配置。小型動力ポンプを購入、第 4分団第 4班へ配

車

4月 消防団の班統合が行われ、609 名となる。

5月 ジープが配置替えとなり司令車に改造し、消防署へ配車

10月 新城ライオンズクラブから赤バイの寄贈を受け、消防署へ配車

12月 消防職員 1名増員、22 名となる。消防ポンプ自動車を購入、第 8分団第 2班へ配車

昭和 42 年 1月 小型動力ポンプ付積載車を購入、第 4分団第 1班へ配車

4月 消防職員 1名採用、23名となる。
小型動力ポンプ 2台を購入、第 5分団第 1班と第 7分団第 1班へ各 1台を配置
消防団の班統合が行われ、557名となる。

8月 小型動力ポンプを購入、第 5分団第 2班へ配置
11月 消防専用無線電話ＳＳＢを設置
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12月 消防ポンプ自動車を購入、第 9分団第 2班へ配車。広報車を購入、消防本部へ配車
昭和 43 年 4月 消防職員 1名採用、24名となる。

小型動力ポンプを購入、第 6分団第 3班へ配置
消防団の班統合が行われ、509名となる。

8月 小型動力ポンプを購入、第 10分団第 3班へ配置
10月 作手無線局跡地へ消防庁舎を移転

12月 小型動力ポンプを購入、第 6分団第 2班へ配置
昭和 44 年 4月 消防職員 2名採用、26名となる。

消防団の班統合が行われ、481名となる。
東三河地区消防相互応援協定を締結

6月 小型動力ポンプ付積載車を購入、第 1分団第 1班へ配車
9月 消防専用超短波無線電話装置を設置(更新)

10月 消防審議会を設置

11月 消防職員 2名採用、27名となる。
日本損害保険協会から消防ポンプ自動車の寄贈を受け、消防署へ配車

12月 消防審議会答申が出る。

昭和 45 年 1月 消防職員 1名増員、28名となる。
2月 日本自動車工業会から一部寄贈を受けＡ級救急車を購入、消防署へ配車し、救急業務

を開始

小型動力ポンプ 2台を購入、第 1分団第 5班と第 3分団第 4班へ各 1台を配置
4月 消防職員 2名採用、30名となる。

消防団の機構改革に伴い、5分団 24班 387名となる。
5月 新城市防火協会発足

7月 橋向地区からトヨタスタウトの寄贈を受け緊急車に艤装し、第1分団第5班へ

配車

新城ライオンズクラブからダックスホンダ(2台)の寄贈を受け、消防本部へ配

車

9月 消防職員 1名増員、31名となる。
鳳来町及び作手村と救急に関する協定を締結

昭和 46 年 2月 小型動力ポンプ積載車を購入、第 2分団第 3班へ配車
3月 新城ライオンズクラブから一部寄贈を受けＢ級救急車を購入、消防署へ配車

気象観測器具を設置、観測を開始

4月 消防職員 2名採用、33 名となる。消防団員 6名減員、381 名となる。

8月 小型動力ポンプ付積載車を購入、第 3分団第 6班へ配車

小型動力ポンプを購入、第 3分団第 5班へ配置

10月 消防職員 1名増員、33 名となる。

昭和 47 年 3月 司令車を購入、消防署へ配車(更新）

4月 消防団の班統合で 23名減、5分団 22 班 358 名となる。

消防職員 1名採用、33 名となる。

5月 新城市危険物安全協議会発足

6月 新城市防火協会から指揮車の寄贈を受け、消防本部へ配車
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7月 消防新庁舎完成

11月 小型動力ポンプ積載車を購入、第 5分団第 3班へ配車

昭和 48 年 4月 消防団員 3名減員、355 名となる。

本宮山スカイラインにおける消防相互応援協定を締結

6月 小型動力ポンプを購入、第 1分団第 4班へ配置

12月 千郷中学校少年消防クラブが全国少年消防クラブ運営指導協議会愛知県支部長賞受

賞

昭和 49 年 4月 消防職員 3名増員、36 名となる。

5月 小型動力ポンプ 2台を購入、第 1分団第 1班と第 5分団第 4班へ各 1台を配置

6月 愛知県消防防災行政無線電話を設置

9月 はしご登はんの部で第 3回全国消防救助技術発表会出場（横浜市）

12月 小型動力ポンプ付積載車を購入、第 4分団第 2班へ配車

昭和 50 年 4月 消防団員 3名増員、358 名となる。

5月 第 4回東三河地区消防職員親睦野球大会を本市で開催

8月 愛知県消防操法大会を本市で開催

10月 小型動力ポンプ積載車を購入、第 1分団第 3班へ配車

11月 化学消防ポンプ自動車を購入、消防署へ配車

12月 消防ポンプ自動車を購入、第 2分団第 1班へ配車(更新）

昭和 51 年 3月 新城ライオンズクラブから広報車の寄贈を受け、消防本部へ配車

5月 小型動力ポンプ積載車を購入、消防署へ配車

8月 愛知県消防操法大会で第 5分団第 1班が自動車ポンプの部優勝

新城地方総合防災訓練を本市で開催

9月 小型動力ポンプ付積載車 2台を購入、第 1分団第 2班と第 4分団第 3班へ各 1台を配

車

小型動力ポンプ積載車を購入、第 1分団第 4班へ配車

10月 全国消防操法大会で第 5分団第 1班が優良賞受賞

12月 消防救急指令装置(Ｂ型)を設置

昭和 52 年 6月 査察広報車を購入、消防本部へ配車(更新)

8月 愛知県消防操法大会で第 1分団第 1班が小型ポンプの部優勝

11月 小型動力ポンプ付積載車 2台を購入、第 3分団第 2班と第 3分団第 4班へ各 1台を配

車

昭和 53 年 3月 千郷中学校少年消防クラブが日本防火協会長賞受賞

8月 小型動力ポンプ付積載車 2台を購入、第 3分団第 3班と第 3分団第 5班へ各 1台を配

車

10月 総合気象観測装置を設置(更新)

昭和 54 年 3月 第１回東三河地区消防職員意見発表会を本市で開催

4月 消防職員 3名採用、38 名となる。

5月 小型動力ポンプ付積載車を購入、第 1分団第 5班へ配車

8月 愛知県消防操法大会を本市で開催

東海地震に係る｢地震防災対策強化地域｣の指定を受ける。

11月 化学消防ポンプ自動車を購入、消防署へ配車
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消防ポンプ自動車を購入、第 2分団第 2班へ配車(更新）

12月 愛知県消防防災行政無線高速ファクシミリを設置。地震計を設置

小型動力ポンプ積載車を購入、第 3分団第 7班へ配車

昭和 55 年 2月 地震防災強化計画策定

3月 消防署通信室改造工事完了

4月 消防職員 1名採用、38 名となる。

6月 長坂自動車興業(株)から指揮車の寄贈を受け、消防本部へ配車(更新)

8月 日本消防協会から救急自動車の寄贈を受け、消防署へ配車

小型動力ポンプ付積載車を購入、第 3分団第 1班へ配車(更新)

小型動力ポンプ積載車を購入、第 5分団第 4班へ配車

9月 愛知県総合防災訓練(東海地震想定)を本市で開催

10月 救急医療情報システムを設置

11月 新城市婦人防火クラブ発足。新城市少年婦人防火委員会発足

12月 消防ポンプ自動車を購入、第 5分団第 1班へ配車(更新)

昭和 56 年 3月 消防庁舎増築工事完了

5月 第 10 回東三河地区消防職員親睦野球大会を本市で開催

8月 小型動力ポンプ付積載車を購入、第 4分団第 1班へ配車

自主防災会全地区組織化

9月 愛知県総合防災訓練(東海地震想定)を本市で開催

12月 消防ポンプ自動車を購入、第 5分団第 2班へ配車(更新)

昭和 57 年 1月 救急自動車を購入、消防署へ配車(更新)

3月 千郷中学校少年消防クラブが全国少年消防クラブ運営指導協議会長賞受賞

8月 愛知県消防操法大会で第 2分団第 3班が小型ポンプの部優勝

日本消防協会から救出救助用資器材搬送車の寄贈を受け、消防署へ配車

10月 第 8回全国消防操法大会に第 2分団第 3班が出場

11月 小型動力ポンプ付水槽車を購入、消防署へ配車

昭和 58 年 4月 機構改革により消防本部に防災課を設置

新城市婦人防火クラブから新城市婦人防火クラブ連絡協議会へと改称

9月 小型動力ポンプ付積載車を購入、第 1分団第 1班へ配車(更新)

11月 消防団発足 25 周年記念事業｢消防ひろば｣を開催

日本損害保険協会から消防ポンプ自動車の寄贈を受け、消防署へ配車

12月 上市場東住宅防災会組織化

昭和 59 年 3月 消防本部・消防団が消防庁長官表彰旗受賞

4月 消防職員 2名増員、40 名となる。

引佐郡広域施設組合消防本部と消防相互応援協定を締結

高速道路における消防相互応援協定を締結

5月 司令車を購入、消防署へ配車(更新）

昭和 60 年 2月 消防団が日本消防協会特別表彰｢まとい｣受賞

3月 日本消防協会特別表彰｢まとい｣受賞記念式典を開催

消防本部・消防署発足 20周年記念式典を開催。記念誌｢消防 20 年のあゆみ｣発刊

新城市防火協会から広報車の寄贈を受け、消防本部へ配車
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消防署車庫・倉庫新築及び庁舎扉改修工事

8月 小型動力ポンプ付積載車を購入、第 2分団第 3班へ配車

11月 愛知県総合防災訓練(林野火災想定)を本市で開催

昭和 61 年 3月 消防署仮眠室・浴室・車庫改修工事

4月 緑が丘防災会組織化

5月 指揮車を購入、消防本部へ配車(更新）

7月 小型動力ポンプ付積載車を購入、第 3分団第 6班へ配車(更新）

10月 愛知県共済生活協同組合から査察広報車の寄贈を受け、消防本部へ配車

昭和 62 年 1月 消防専用超短波無線電話装置(基地局)を設置(更新)

4月 河川情報センター端末機を設置

小型動力ポンプを購入、消防署へ配置(更新）

6月 日本防火協会から防火広報車の寄贈を受け、消防本部へ配車

7月 愛知県消防操法大会で第 2分団第 3班が小型ポンプの部優勝

9月 第 16 回東三河地区消防職員親睦野球大会を本市で開催

小型動力ポンプ付積載車を購入、第 5分団 3班へ配車(更新）

10月 全国婦人消防操法大会で新城市婦人防火クラブ連絡協議会が入賞

昭和 63 年 2月 愛知県防災行政無線網総合システムを設置(更新)

第 10 回東三河地区消防職員意見発表会を本市で開催

4月 ワ－ドプロセッサを設置

7月 総合気象観測装置を設置(更新)

平 成 元 年 5月 新城市防火協会から小型貨物自動車及びワードプロセッサの寄贈を受け、消防本部へ

配車及び配置

8月 日本防火協会から電源照明用資器材等搬送車の寄贈を受け、消防署へ配車

9月 愛知県総合防災訓練(東海地震想定)を本市で開催

11月 愛知県防火推進大会を本市で開催

12月 小型動力ポンプ付積載車を購入、第 4分団 2班へ配車(更新）

15ｍ級はしご付消防ポンプ自動車を購入、消防署へ配車

平 成 2 年 3月 愛知県下広域消防相互応援協定を締結

10月 小型動力ポンプ付積載車を購入、第 1分団 3班へ配車(更新）

11月 消防ポンプ自動車を購入、第 2分団第 1班へ配車(更新)

平 成 3 年 3月 コミュニティ消防センター完成(第 5分団第 1班)

4月 消防職員 1名増員、41 名となる。

8月 日本消防協会から小型動力ポンプ付積載車の寄贈を受け、第 1分団第 2班へ配車(更

新）

12月 コミュニティ消防センター完成(第 2分団第 1班)(第 3 分団第 1班)

平 成 4 年 2月 小型動力ポンプ付積載車を購入、第 1分団第 4班、第 3分団第 7班､第 4分団第 3班

へ配車(更新）

聴覚障害者用ファクスを通信室へ設置

3月 愛知県共済生活協同組合から救急自動車の寄贈を受け、消防署へ配車（更新）

4月 消防職員 2名採用、41 名となる。

新城市婦人防火クラブ連絡協議会から新城市婦人防火クラブへ再改称
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8月 消防庁舎仮眠室増築工事

10月 小型動力ポンプ付積載車を購入、第 3分団第 2班、第 3分団第 4班へ配車(更新）

11月 救助工作車を購入、消防署へ配車。愛知県消防大会を本市で開催

12月 コミュニティ消防センター完成（第 3分団第 2班）（第 3分団第 4班）

平 成 5 年 3月 電話交換機を更新

消防庁舎下水道排水接続工事

4月 消防職員 4名増員、45 名となる。

9月 第 22 回東三河地区消防職員野球大会を本市で開催

10月 化学消防ポンプ自動車Ⅱ型を購入、消防署へ配車(更新)

12月 コミュニティ消防センター完成（第 1分団第 2班）

平 成 6 年 1月 小型動力ポンプ付積載車を購入、第 3分団第 3班、第 3分団第 5班へ配車(更新）

2月 コミュニティ消防センター完成（第 3分団第 5班）

第 16 回東三河地区消防職員意見発表会を本市で開催

新城・南設消防広域常備化研究会を開催「広域常備消防事務委託準備委員会設置要綱」

を決定した。

3月 コミュニティ消防センター完成（第 5分団第 3班）

高規格救急自動車を購入、消防署へ配車

4月 消防職員 2名増員、47 名となる。

11月 南設楽郡鳳来町長、同郡作手村長から新城市長へ「消防事務に関する事務の委託につ

いて」の要請書が提出された。

12月 コミュニティ消防センター完成（第 2分団第 2班、第 4団第 2班）

南設楽郡鳳来町長及び作手村長と新城市長との間で、常備消防事務の委託の基本的事

項に関する確認書の締結がされた。

平 成 7 年 1月 地震計を設置

3月 消防ポンプ自動車を購入、第 2分団第 2班へ配車(更新）

小型動力ポンプ付積載車を購入、第 1分団第 5班、第 3分団第 1班へ配車(更新）

南設楽郡鳳来町議会及び同郡作手村議会において、消防事務の委託に関する決議がさ

れた。

新城市議会において、消防事務の受託に関する議決がされた。

新城・南北設楽地域(稲武町を除く)のモデル広域消防の指定を受けた。

県下高速道路における消防相互応援協定を締結

4月 消防職員 9名増員、56 名となる。

南設楽郡鳳来町及び作手村が消防体制の常備化に係る政令指定を受けた。

10月 指揮車を購入、消防本部へ配車（更新）

11月 新城ライオンズクラブから査察広報車２台の寄贈を受けた。(鳳来分署作手出張所へ

配車)

消防ポンプ自動車を購入、消防署へ配車（更新）

12月 コミュニティ消防センター完成（第 3分団第 7班）

コミュニティ消防センター完成（第 5分団第 4班）

南設楽郡鳳来町長及び作手村長と新城市長との間で消防事務の委託に関する附属協

定書の締結がされた。
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平 成 8 年 1月 広域消防無線設備・無線中継施設工事完了

2月 地震災害避難場所の見直しを行い、市内 41か所を指定

作手出張所庁舎新築工事完了

3月 消防ポンプ自動車を購入、第 5分団第 1班へ配車(更新）

小型動力ポンプ付積載車を購入、第 5分団第 4班へ配車(更新）

山之内製薬株式会社から一部寄贈を受け、作手出張所救急自動車を購入

鳳来分署庁舎新築工事完了

広域常備消防業務開始に伴う条例改正議決

新城市と鳳来町･作手村との間で締結されている｢救急に関する協定書｣の廃止

記念誌「消防 30年のあゆみ」発刊

4月 消防職員 8名増員、64 名となる。

防災行政無線同報系運用開始

南設楽郡鳳来町及び同郡作手村の消防事務受託業務開始

新城市消防署鳳来分署

消防職員 10 名 水槽付消防ポンプ自動車 1台

救急自動車 1名 査察広報車 1台

新城市消防署作手出張所

消防職員 8名 水槽付消防ポンプ自動車 1台

救急自動車 1名 査察広報車 1台

6月 三遠南信災害時相互応援協定を締結

10月 愛知県防災ヘリコプター応援協定を締結

モデル広域消防実施準備委員会が開催され「モデル広域消防実施準備委員会設置要

綱」を決定した。

12月 コミュニティ消防センター完成（第 3分団第 3班）

平 成 9 年 1月 小型動力ポンプ付積載車を購入、第 4分団第 1班へ配車(更新）

小型動力ポンプ付水槽車を購入、消防署へ配車(更新）

2月 消防ポンプ自動車を購入、消防署へ配車

愛知県共済生活協同組合から査察広報車 1台の寄贈を受けた。

豊橋信用金庫から救急車 1台の寄贈を受けた。

3月 コミュニティ消防センター完成（第 1分団第 5班）

消防ポンプ自動車を購入、第 5分団第 2班へ配車(更新）

4月 消防職員 9名増員、73 名となる。

防災行政無線同報系屋外拡声子局を増設し、市内 38局となる。

６月 新城郵便局と災害支援協定に関する覚書を締結する。

8月 日本消防協会から小型動力ポンプ付軽積載車の寄贈を受けた。

12月 コミュニティ消防センタ－完成（第 1分団第 3班）

北設楽郡設楽町長・同郡東栄町長・同郡豊根村長・同郡富山村長及び同郡津具村長か

ら新城市長へ「消防事務に関する事務の委託について」の要望書が提出された。

北設楽郡設楽町・同郡東栄町・同郡豊根村・同郡富山村・及び同郡津具村と新城市長

との間で常備消防事務委託の基本的事項に関する確認書が締結された。

平成 10 年 2月 携帯電話 119 番等分散受信運用開始
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3月 モデル広域消防無線設備・無線中継施設工事完了

北設楽郡設楽町議会・同郡東栄町議会・同郡豊根村議会・同郡富山村議会及び同郡津

具村議会において消防事務の委託に関する議決がされた。

新城市議会において消防事務の受託に関する議決がされた。

4月 消防職員 12名増員、85 名となる。

北設楽郡設楽町・同郡東栄町・同郡豊根村・同郡富山村及び同郡津具村が消防体制の

常備化に係る政令指定を受けた。

9月 コミュニティ消防センタ－完成（第 1分団第 4班）

12月 コミュニティ消防センタ－完成（第 3分団第 6班）

北設楽郡設楽町長、同郡東栄町長、同郡豊根村長、同郡富山村長及び同郡津具村長と

新城市長との間で消防事務の委託に関する附属協定書の締結がされた。

平成 11 年 1月 水槽付消防ポンプ自動車 2台を購入、設楽・東栄分署へ配車

小型動力ポンプ付積載車 3台を購入、津具・豊根分遣所・富山駐在所へ配車

2月 資機材搬送車 3台を購入、津具・豊根分遣所・富山駐在所へ配車

広報車 2台を購入、設楽・東栄分署へ配車

東栄分署庁舎新築工事完了

3月 設楽分署・豊根分遣所・富山駐在所及び津具分遣所庁舎新築工事完了

緊急通信指令設備整備工事完了

モデル広域消防業務開始に伴う条例改正議決

4月 消防職員 15名増員、100 名となる。

北設楽郡設楽町・同郡東栄町・同郡豊根村・同郡富山村・及び同郡津具村の消防事務

受託業務開始

新城市消防署設楽分署

消防職員 13 名 水槽付消防ポンプ自動車 1台

救急自動車 1台 査察広報車 1台

新城市消防署津具分遣所

消防職員 1名 小型動力ポンプ付積載車 1台

資機材搬送車 1台

新城市消防署東栄分署

消防職員 14 名 水槽付消防ポンプ自動車 1台

救急自動車 1台 査察広報車 1台

新城市消防署豊根分遣所

消防職員 1名 小型動力ポンプ付積載車 1台

資機材搬送車 1台

新城市消防署富山駐在所

消防職員 1名 小型動力ポンプ付積載車 1台

資機材搬送車 1台

東三信用組合から指揮車（パジェロイオ）の寄贈を受け、消防本部へ配車

モトサイクレットサワダからオ－トバイの寄贈を受け、消防本部へ配車

8月 引揚救助の部で第 28回全国消防救助技術発表会出場（横浜市）

10月 第 28 回東三河地区消防職員競練会を本市で開催
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11月 防災指揮車を購入、消防本部へ配車（更新）

平成 12 年 1月 水槽付消防ポンプ自動車を購入、作手出張所へ配車（更新）

2月 第 22 回東三河地区消防職員意見発表会を本市で開催

3月 コミュニティ消防センタ－完成（第 1分団第 1班）

4月 消防職員 6名採用（うち女性 1名）、104 名となる。

平成 13 年 3月 コミュニティ消防センタ－完成（第２分団第３班）

小型動力ポンプ付積載車を購入、第１分団第１班へ配車（更新）

4月 消防職員 6名採用（うち女性 1名）、108 名となる。

8月 引揚救助の部で第 30回全国消防救助技術発表会出場（東京都）

9月 愛知県・新城市総合防災訓練（東海地震想定）を本市で開催（桜淵いこいの

広場）

12月 コミュニティ消防センタ－完成（第 4分団第 1班）

平成 14 年 3月 小型動力ポンプ付積載車を購入、第 2分団第 3班へ配車（更新）

4月 消防職員 5名採用、112 名となる。

10月 第 4回東三河地区救急症例研究会を本市で開催

高規格救急自動車を購入、鳳来分署に配備（更新）

11月 救命ボートを 2艘購入、防災センター、水防倉庫へ配備

平成 15 年 2月 小型動力ポンプ付積載車を購入、第 3分団第 6班へ配車（更新）

小型動力ポンプ付積載車を購入、第 5分団第 3班へ配車（更新）

4月 消防職員 5名採用、115 名となる。

愛知県防災航空隊職員 1名派遣。（2年間）

7月 第 48 回愛知県消防操法大会を本市で開催

8月 ほふく救出の部で第 32 回全国消防救助技術発表会出場（宮城県）

11月 移動防災教室（新城市内全域） ～2月

12月 東南海・南海地震防災対策推進地域に指定された。

平成 16 年 1月 平成 15年度新城市防災ボランティア養成講座を開催

4月 消防職員 4名採用、118 名となる。

日本消防協会研修 1名 （2年間）

8月 渡過の部で第 33回全国消防救助技術発表会出場（兵庫県）

11月 新城市・天竜消防組合消防相互応援協定締結

新城市消防防災センター（仮称）建設工事基本設計業務委託

12月 新城市土地開発公社が新城市消防防災センター（仮称）建設予定地（新城市平井地内）

を代行取得

平成 17 年 1月 新城市消防防災センター（仮称）建設予定地地質調査業務委託

2月 日本消防協会から新城市消防団へ指揮車(ハイラックスサーフ)の寄付を受ける。

3月 高規格救急自動車を購入、東栄分署に配備（更新）

2005 年日本国際博覧会長久手消防署 1名派遣

4月 消防職員 2名採用、118 名となる。

10月 消防職員 1名増員、119 名となる。

新城市・鳳来町・作手村が合併し、新城市となる。

管内の設楽町・津具村が合併し、設楽町となる。
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消防団が、市町村合併に伴い新城市新城消防団・新城市鳳来消防団・新城市作手消防

団として 1,138 名で発足

11月 管内の豊根村・富山村が合併し、豊根村となる。

平成 18 年 2月 第 28 回東三河地区消防職員意見発表会を本市で開催

小型動力ポンプ積載車を購入、鳳来消防団第 2分団第 2部へ配車

小型動力ポンプ積載車を購入、鳳来消防団第 6分団第 4部へ配車

3月 新城市消防防災センター（仮称）建設予定地を新城市土地開発公社から取得

4月 消防職員 1名増員、120 名となる。

6月 防災行政無線同報系設備整備工事着手

10月 新城市消防防災センター起工式及び起工報告会

第 53 回東三河地区消防大会開催

11月 高規格救急自動車を購入、消防署本署に配備（更新）

12月 小型動力消防ポンプを購入、作手消防団第 3分団第 3班大和田へ配備

平成 19 年 2月 愛知県共済協同組合から指揮車（アリオン）の寄付を受ける。

豊橋市・豊川市及び新城市における消防通信指令事務の共同処理に係る基本的事項に

関する確認書締結

7月 第 52 回愛知県消防操法大会小型ポンプの部優勝（鳳来消防団第 1分団第 1班）

9月 小型動力ポンプ軽積載車購入、作手消防団第 3分団第 3班戸津呂へ配備

平成 20 年 1月 新城市消防防災センター完成引渡し式

高規格救急自動車を購入、設楽分署に配備（更新）

社団法人日本損害保険協会から小型動力ポンプ付軽積載車の寄付を受け、鳳来消防団

第 4分団第 4班へ配備

新城市及び南信州広域連合消防相互応援協定締結

3月 新城市消防防災センター竣工式及び竣工報告会

防災行政無線同報系設備整備工事完了

4月 消防職員 1名増員、121 名となる。

新城市消防防災センター運用開始

豊橋市・豊川市及び新城市消防通信指令事務協議会加入(同日から豊橋市及び豊川市

と消防通信指令に関する事務の共同運用を始める)

新城市新城消防団、新城市鳳来消防団、新城市作手消防団が統合し、新城市消防団と

して消防団員 949 名で発足（条例定員 980 名 6 方面隊 16分団 48 班）

平成 21 年 2月 愛知県共済協同組合から広報車（アイシス）の寄付を受ける。

第 31 回東三河地区消防職員意見発表会において、最優秀賞を受賞

3月 災害対応資機材搬送車を更新、消防総務課に配備

水槽付消防ポンプ自動車を更新、鳳来分署に配備

4月 消防団鳳来東分団が 2班体制から 1班体制となる。消防団地域支援団員制度を導入

消防団員 9名減員、940 名となる。（条例定員 980 人 6 方面隊 16 分団 47 班）

6月 愛知県内で新型インフルエンザ感染患者発生

デジタル式地域防災行政無線移動系設備整備工事着手

9月 緊急雇用創出事業において消防総務課に臨時職員を雇用

10月 本署指揮隊に指揮車を配備
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台風 18 号（10 月 7 日～8日）の来襲により、災害対策本部を設置し職員の第 2非常

体制をとった。市内 3箇所に自主避難所を開設。2世帯 2名の自主避難者

平成 22 年 1月 本署救助工作車を更新

新城市災害危機管理能力向上訓練を開催

2月 作手出張所に高規格救急自動車を配備

3月 旧消防庁舎望楼解体撤去工事を行う。

消防防災センター内に緊急地震速報を導入

千郷分団第 1班に消防ポンプ自動車を貸与

デジタル式地域防災行政無線移動系設備整備工事完了

4月 消防職員 1名増員、122 名となる。

消防団東陽分団と鳳来東分団が分団統合し東陽分団となる。これにより東陽分団が 4

班体制から 5班体制となる。

消防団員 18名増員、958 名となる。（条例定員 980 人 6 方面隊 15 分団 47 班）

12月 本署化学消防ポンプ自動車を更新

平成 23 年 2月 第 33 回東三河地区消防職員意見発表会を本市で開催

鳳来分署高規格救急自動車を更新

愛知県共済協同組合から広報車（サクシード）の寄付を受ける。

3月 東日本大震災被災地に緊急消防援助隊として隊員 7名派遣（消火部隊・救急部隊）

全国瞬時警報システム（J-ALERT）を運用開始

作手出張所水槽付消防ポンプ自動車を更新

コミュニティ消防センター完成（作手北分団第 1班）

4月 消防職員 4名増員、126 名となる。

愛知県防災航空隊職員 1名派遣（3年間）

消防団鳳来西分団が 2班体制から 1班体制となる。

消防団海老分団が 3班体制から 2班体制となる。

消防団員 12名増員、970 名となる。（条例定員 980 人 6 方面隊 15 分団 45 班）

8月 平成 23年度愛知県・新城市総合防災訓練を実施

11月 東栄分署水槽付消防ポンプ自動車を更新

平成 24 年 2月 コミュニティ消防センター完成（海老分団第 1班）

本署小型動力ポンプ付水槽車を更新

4月 消防職員 3名増員、129 名となる。

消防本部に予防課を設置

機構改革により防災対策課を総務部へ移管

消防団鳳来寺分団が 2班体制から 1班体制となる。

消防団員 4名増員、974 名となる。（条例定員 980 人 6 方面隊 15 分団 44 班）

12月 本署の消防ポンプ自動車を更新

平成 25 年 1月 本署に屈折はしご付消防ポンプ自動車（25m 級）を配備

消防用デジタル無線、東三河 5市で共同整備、運用開始

2月 小型動力ポンプ付積載車を購入、新城分団第５班へ配備

小型動力ポンプ付積載車を購入、東郷分団第１班へ配備

小型動力ポンプ付積載車を購入、東郷分団第４班へ配備
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3月 東栄分署高規格救急自動車を更新

消防ポンプ自動車を購入、千郷分団第２班へ配備

消防ポンプ自動車を購入、作手南分団第１班へ配備

コミュニティ消防センター完成（作手南分団第 2班）

4月 消防職員 6名増員、135 名となる。

平成 25年度全国消防長会東海支部総会及び消防職員意見発表会を本市で開催

消防団作手中分団と作手南分団が分団統合し作手南分団となる。これにより作手南

分団が 3班体制となる。

消防団員 16名減員、958 名となる。（条例定員 980 人 6 方面隊 14 分団 43 班）

8月 ロープブリッジ救出の部で第 42 回全国消防救助技術大会出場（広島市）

第 58 回愛知県消防操法大会小型ポンプの部優勝（作手北分団第 2班）

平成 26 年 3月 消防団消防ポンプ自動車 1台を更新（八名分団第 1班）

消防団小型動力ポンプ付積載車 4台を更新（八名分団第 4班、鳳来中部分団第 2班、

作手北分団第 2班、作手南分団第 2班）

国からの無償貸与により小型動力ポンプ付軽積載車を整備（新城分団第 3班）

コミュニティ消防センター完成（東陽分団第１班）

4月 消防職員 5名増員、140 名となる。

再任用短時間勤務職員 2名を配置。（消防総務課 1名・予防課 1名）

愛知県市町村等職員実務研修生（防災局消防保安課）職員 1名派遣（1年間）

鳳来分署を名称変更し、鳳来出張所となる。

豊根分遣所を名称変更し、豊根出張所となり、高規格救急自動車を配備して救急業

務の運用を開始。

消防団海老分団が 2班体制から 1班体制となる。

消防団員 8名減員、950 名となる。（条例定員 980 人 6 方面隊 14 分団 42 班）

9月 御嶽山火山活動に伴う被災地に緊急消防援助隊として隊員 7名派遣（後方支援部隊）

11月 本署高規格救急自動車を更新

12月 消防団消防ポンプ自動車 1台を更新（八名分団第 2班）

消防団小型動力ポンプ付積載車 5台を更新（新城分団第 3班、東郷分団第 2班、舟着

分団第 1班、山吉田分団第 4班、作手北分団第 1班）

平成 27 年 1月 設楽分署の水槽付消防ポンプ自動車を更新

豊根出張所の小型動力ポンプ付積載車を水槽付消防ポンプ自動車に更新

3月 コミュニティ消防センター完成（作手南分団第１班）

4月 消防職員 1名増員、141 名となる。

愛知県消防協会実務研修生職員 1名派遣（1年間）

消防団員 8名減員、942 名となる。（条例定員 980 人 6 方面隊 14 分団 42 班）

11月 消防団小型動力ポンプ付積載車 3台を更新（東郷分団第 5班、舟着分団第 2班、鳳来

中部分団第 1班）

12月 コミュニティ消防センター完成（作手北分団第 2班）

日本消防協会から防災活動車（デリカ）の寄贈を受ける。

平成 28 年 2月 新東名高速道路（浜松いなさ JCT～豊田東 JCT）が開通し、上り線新城 IC～浜松いな

さ JCT 間、下り線新城 IC～岡崎東 IC が管轄となる。
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3月 旧消防庁舎解体工事を行う。

4月 消防職員 3名増員、144 名となる。

愛知県消防学校職員 1名派遣（2年間）

消防団員 6名増員、948 名となる。（条例定員 980 人 6 方面隊 14 分団 42 班）

10月 作手出張所高規格救急自動車を更新

12月 コミュニティ消防センター完成（鳳来寺分団第 1班）

平成 29 年 2月 消防団小型動力付積載車 1台を更新（山吉田分団第 2班）

3月 鳳来出張所水槽付消防ポンプ自動車を更新

4月 消防職員 144 名

愛知県から「煙火の消費の許可及び指導に関する事務」及び「液化石油ガス設備工事

の届出を受理する事務」が移譲される。

消防団員 21名減員、927 名となる。（条例定員 980 人 6 方面隊 14 分団 42 班）

12月 消防団消防ポンプ自動車 1台を更新（東陽分団第 3班）

コミュニティ消防センター完成（東陽分団第 4班）

平成 30 年 1月 消防団車庫兼器具庫を更新（山吉田分団第 1班）

3月 消防緊急通信指令施設部分更新を実施

4月 消防職員 1名増員、145 名となる。

愛知県市町村等職員実務研修生（防災局消防保安課）職員 1名派遣（1年間）

消防本部予防課に査察指導係を設置（3名配置）

消防団基本団員定年延長制度を導入

消防団員 58名減員、869 名となる。（条例定員 980 人 6 方面隊 14 分団 42 班）

7月 平成 30 年 7 月豪雨被災地に緊急消防援助隊として隊員 5名派遣（救急部隊・後方支

援部隊）

10月 設楽分署及び東栄分署広報車を更新

11月 津具分遣所資機材搬送車を更新

12月 津具分遣所小型動力ポンプ付積載車を更新

消防団小型動力ポンプ付積載車 3台を更新（新城分団第 1班、東郷分団第 3班、東郷

分団第 7班）

平成 31 年 3月 コミュニティ消防センター完成（作手南分団第 3班）

4月 消防職員 2名増員、147 名となる。

愛知県防災航空隊職員 1名派遣（3年間）

消防団員 30名減員、839 名となる。（条例定員 980 人 6 方面隊 14 分団 42 班）

令 和 元 年 10月 消防団小型動力ポンプ付積載車 2台を更新（千郷分団第 3班、海老分団第 1班）

令 和 2 年 1月 設楽分署高規格救急自動車を更新

2月 コミュニティ消防センター完成（鳳来西分団第 1班）

4月 消防職員 1名増員、148 名となる。

消防団新城分団が 5班体制から 3班体制となる。

消防団山吉田分団が 4班体制から 2班体制となる。

消防団員 21名減員、818 名となる。（条例定員 980 人 6 方面隊 14 分団 38 班）

12月 消防団小型動力ポンプ付積載車 3台を更新（東郷分団第 6班、八名分団第 3班、東陽

分団第 5班）
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令 和 3 年 4月 消防職員 148 名

消防団鳳来寺分団、鳳来西分団、海老分団が分団統合し鳳来分団となる。これにより

鳳来分団が 3班体制となる。

作手北分団、作手南分団が分団統合し作手分団となる。これにより作手分団が 5班体

制となる。

消防団鳳来中部分団が 4班体制から 3班体制となる。

消防団員 28名減員、790 名となる。（条例定員 825 人 6 方面隊 11 分団 37 班）

6月 豊根村長から新城・設楽消防事務連絡協議会 会長に「新城市消防署富山駐在所廃止

に関する要望書」が提出される。

7月 新城・設楽消防事務連絡協議会を開催し、富山駐在所の廃止について協議を実施。全

会一致で令和 3年 9月末をもって廃止することが決定された。

9月 消防署富山駐在所を廃止（令和 3年 9月 30 日）

12月 予防課査察広報車を更新

消防団小型動力ポンプ付積載車 3台を更新（新城分団第 2班、鳳来分団第 1班、東陽

分団第 2班）

令 和 4 年 1月 本署高規格救急自動車を更新

4月 消防職員 3名増員、151 名となる。

愛知県市町村等職員実務研修生(防災安全局防災部消防保安課)職員 1 名派遣（1 年

間）

消防団員 38名減員、752 名となる。（条例定員 825 人 6 方面隊 11 分団 37 班）

令 和 5 年 2月 鳳来出張所高規格救急車を更新

愛知県共済協同組合から広報車（プロボックス）の寄付を受ける。

消防団詰所を更新（山吉田分団第 2班）
4月 消防職員 151 名

消防団員 34名減員、718 名となる。（条例定員 825 人 6 方面隊 11 分団 37 班）

8月 第 68 回愛知県消防操法大会を本市で開催

令 和 6 年 １月 能登半島地震被災地に緊急消防援助隊として隊員 45 名派遣（消火部隊・後方支援部

隊）

消防出初式、消防団観閲式及び消防防災フェスタを１つにまとめた複合イベントであ

る新城消防祭を開催

３月 消防団小型動力ポンプ付積載車 2台を更新（山吉田分団第 1班、東陽分団第 1班）

新城市消防団初となるワンボックス型の小型動力ポンプ付積載車を導入

4月 消防職員 2名増員、153 名となる。

消防団東郷分団が 7班体制から 4班体制となる。

消防団員 24名減員、694 名となる。（条例定員 825 人 6 方面隊 11 分団 34 班）
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歴代 氏名 在職期間 備考

初代 小野田辰雄 昭和４０年　４月　１日～昭和５０年　４月３０日 市長兼務

２代 近藤長一 昭和５０年　５月　１日～昭和５０年　５月１４日 〃

３代 井原吉治 昭和５０年　５月１５日～昭和５０年　９月３０日

４代 松崎和夫 昭和５０年１０月　１日～昭和５３年　３月３１日

５代 山崎比冬志 昭和５３年　４月　１日～昭和５５年　３月３１日

６代 松井昭夫 昭和５５年　４月　１日～昭和５８年　３月３１日

７代 中村久芳 昭和５８年　４月　１日～昭和５９年　３月３１日

８代 滝川都彦 昭和５９年　４月　１日～昭和６１年　３月３１日

９代 入山忠雄 昭和６１年　４月　１日～昭和６３年　３月３１日

１０代 原田成俊 昭和６３年　４月　１日～平成　４年　３月３１日

１１代 今泉義一 平成　４年　４月　１日～平成　６年　３月３１日

１２代 太田政廣 平成　６年　４月　１日～平成１０年　３月３１日

１３代 横田源太郎 平成１０年　４月　１日～平成１３年　３月３１日

１４代 原井光一 平成１３年　４月　１日～平成１５年　３月３１日

１５代 加藤　晃 平成１５年　４月　１日～平成１７年　９月３０日

初代 加藤　晃 平成１７年１０月　１日～平成１９年　３月３１日 H17.10.1市町村合併

２代 河合教司 平成１９年　４月　１日～平成２１年　３月３１日

３代 今泉保和 平成２１年　４月　１日～平成２５年　３月３１日

４代 宮部憲蔵 平成２５年　４月　１日～平成２８年　３月３１日

５代 成田保嗣 平成２８年　４月　１日～平成３１年　３月３１日

６代 鈴木富雄 平成３１年　４月　１日～令和　３年　３月３１日

７代 田中広治 令和　３年　４月　１日～現　  　　　　　　　　在

歴代 氏名 在職期間 備考

初代 井原吉治 昭和４０年　４月　１日～昭和５０年　９月３０日

２代 太田政廣 昭和５０年１０月　１日～昭和６２年　２月２８日

３代 横田源太郎 昭和６２年　３月　１日～平成　６年　３月３１日

４代 原井光一 平成　６年　４月　１日～平成１０年　３月３１日

５代 山本利光 平成１０年　４月　１日～平成１１年　３月３１日

６代 原井光一 平成１１年　４月　１日～平成１３年　３月３１日 消防次長兼務

７代 森本正美 平成１３年　４月　１日～平成１７年　９月３０日

初代 森本正美 平成１７年１０月　１日～平成１８年　３月３１日 H17.10.1市町村合併

２代 鈴木伯美 平成１８年　４月　１日～平成１９年　３月３１日

３代 田中紹元 平成１９年　４月　１日～平成２１年　３月３１日

４代 森下幸宣 平成２１年　４月　１日～平成２３年　３月３１日

5代 古本辰雄 平成２３年　４月　１日～平成２４年　３月３１日

6代 宮部憲蔵 平成２４年　４月　１日～平成２５年　３月３１日

７代 成田保嗣 平成２５年　４月　１日～平成２８年　３月３１日

８代 鈴木富雄 平成２８年　４月　１日～平成３１年　３月３１日

９代 田中広治 平成３１年　４月　1日～令和　３年　３月３１日

１０代 山田康司 令和　３年　４月　1日～現　　　　　　　　　　在

消防長・消防署長歴

消防長

消防署長

20



消防の組織図

令和６年４月１日現在

１担当

２担当

１担当

２担当

１担当

２担当

１担当

２担当

１担当

２担当

１担当

２担当

１担当

２担当

１担当

２担当

１担当

２担当

１担当

２担当

消防本部 消防総務課 総務係

消防団係

予防課 予防係

危険物係

査察指導係

消防署 警防管理担当

予防担当

指揮担当

消防担当

救助担当

救急担当

鳳来出張所

作手出張所

設楽分署

津具分遣所

東栄分署

豊根出張所
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消防の事務分掌

消防本部
【消防総務課】
1. 公印の保管に関すること。

2. 消防文書の収受及び発送に関すること。

3. 消防例規に関すること。

4. 職員の人事、給与その他勤務条件に関すること。

5. 職員の任免、服務及び身分取扱いに関すること。

6. 職員の公務災害補償及び消防賞じゅつ金に関すること。

7. 消防庁舎の管理に関すること。

8. 予算、決算その他経理に関すること。

9. 広域消防事務に関すること。

10. 職員の被服の貸与に関すること。

11. 消防職員委員会に関すること。

12. 職員の教育及び研修に関すること。

13. 消防団に関すること。

14. 消防団の施設及び機械器具に関すること。

15. 各種消防団体に関すること。

16. 消防本部の庶務に関すること。

【予防課】
1. 防火思想の普及啓発及び宣伝に関すること。

2. 防火対象物の査察及び指導に関すること。

3. 消防用設備等の設置及び指導に関すること。

4. 建築物等の許可、認可及び確認の同意に関すること。

5. 危険物の規制に関すること。

6. 危険物製造所等の許可及び認可に関すること。

7. 危険物製造所等の査察及び指導に関すること。

8. 火災の原因及び損害の調査に関すること。

9. 煙火の消費の許可等に関すること。

10. 各種防火団体に関すること。

11. 液化石油ガスの保全に関すること。

12. その他火災予防に関すること。

消防署
1. 署員の教養訓練に関すること。

2. 火災その他災害の警戒及び防御に関すること。

3. 消防相互応援に関すること。

4. 消防機械器具に関すること。

5. 通信指令事務に関すること。

6. 通信施設の管理及び運用に関すること。

7. 消防無線の管理及び運用に関すること。

8. 火災予防に関すること。

9. 火災の原因及び損害の調査に関すること。

10. 消防対象物の立入検査に関すること。

11. 防火対象物の査察及び指導に関すること。

12. 火災その他災害の警戒及び防御に関すること。

13. 救急業務に関すること。

14. 救助業務に関すること。

15. 管区務に関すること。

16. 気象情報の収集及び伝達に関すること。

17. その他消防署に関すること。
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消防監 司令長 司　令 司令補 士　長 副士長 消防士 その他 計

1 1

課長 1 1

副課長 1 1

総務係 1 1 1 3

消防団係 1 2 3

小計 1 1 2 1 3 8

課長 1 1

副課長 1 1

予防係 2 1 3

危険物係 1 1 1 3

査察指導係 1 1 1 3

小計 1 1 4 3 1 1 11

消防署長 1 1

副署長 1 1

本署 3 4 22 6 10 15 60

鳳来出張所 1 3 2 1 3 10

作手出張所 1 3 2 1 3 10

設楽分署 1 8 3 3 7 22

津具分遣所

東栄分署 1 5 2 3 5 16

豊根出張所 1 3 2 1 3 10

派遣等 2 1 3

小計 5 9 44 19 19 37 130

1 7 11 50 23 23 38 153

消防職員配置状況

令和６年４月１日現在

  　　　　　階級別

　所属別

消防長

設楽分署からの交代勤務

合計

消
防
総
務
課

予
防
課

消
防
本
部

消
防
署
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現在

消防監 合  計

18 才 1 1
19 才 2 2
20 才 3 3
21 才 4 4
22 才 4 4
23 才 2 2
24 才 7 7
25 才 5 5
26 才 4 4
27 才 5 5
28 才
29 才 2 2
30 才 5 5
31 才 4 4
32 才 2 2
33 才 5 5
34 才 1 4 5
35 才 1 1
36 才 1 1 2
37 才 5 5
38 才 2 2
39 才 2 2
40 才 5 5
41 才 6 6
42 才 3 1 4
43 才 9 9
44 才 9 9
45 才 6 6
46 才 7 7
47 才 4 9 13
48 才 1 4 5
49 才 1 4 5
50 才 2 1 1 4
51 才 2 1 3
52 才 1 1
53 才 1 1 2
54 才
55 才
56 才
57 才
58 才 1 1 2
59 才

1 7 11 50 23 24 37 153

58.0 51.7 48.6 45.4 39.0 32.0 23.4 37.6 

消防吏員年齢状況

令和6年4月1日

合　　計

平均年齢

        階級別

 年齢別
司令長 司  令 司令補 士  長 副士長 消防士
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（人）

1

1

1

1

1 1 0 1 1

3 3 4 5 2

1 1 1 1

1 1 1

1

1 1 1

2 1 1

1 1 1 1

1 1

1 1

1

1

1 1 1 1

1 1 1

1 1 1 1

1

12 5 13 14 10

1 1 1 2

1

1 2 1

1 1

4 3 2 3 0

2 3 5 2

2 3 5 2 0

19 12 20 20 11

消防学校等入校状況

上 級 幹 部 科

幹 部 科

新 任 消 防 長 科

新 任 教 官 科

警 防 科

救 助 科

救 急 科

予 防 科

危 険 物 科

火 災 調 査 科

小計

初 任 科

警 防 科

特 殊 災 害 科

予 防 査 察 科

危 険 物 科

火 災 調 査 科

救 急 科

救 助 科

水 難 救 助 科

上 級 幹 部 科

中 級 幹 部 科

初 級 幹 部 科

はしご自動車等運用科

小 隊 長 科

地 震 防 災 科

指 揮 隊 科

新 任 消 防 長 科

外 傷 講 習

外 傷 ・ 災 害 対 応 講 習

小　計

救 急 救 命 士 養 成

救急救命士薬剤投与講習

救急救命士薬剤投与試験

救急救命士気管挿管試験

小　計

東 三 河 地 区 救 急 課 程

小　計

合　計

　　　　　　　　　           　年度
　教養科目

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

消
防
大
学
校

愛
知
県
消
防
学
校
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令和6年4月1日 現在

名称 メーカー 登録番号 年式
経過
年数

無線 ポンプ型式 備考

広報車 トヨタ 豊橋830は119 H19 17 ○ － アリオン

広報車 三菱 豊橋800す523 H27 8 － デリカ

連絡車 トヨタ 豊橋400て3453 R2 3 － ハイエース

広報車 トヨタ 豊橋800す3298 R5 1 プロボックス

軽貨物車 スズキ 豊橋40そ8685 H17 18 － 軽トラック

原動機付自転車 ホンダ 新城市さ37 H26 9 －

査察広報車 トヨタ 豊橋880あ880 R3 2 ○ － ピクシスバン

広報車 トヨタ 豊橋830ひ119 H21 15 ○ － アイシス

指揮車 トヨタ 豊橋800さ8370 H21 14 ○ －

広報車 トヨタ 豊橋800さ5844 H17 19 ○ － ハイラックスサーフ

広報車 トヨタ 豊橋800さ8890 H23 13 ○ － サクシード

化学車（Ⅱ型） 日野 豊橋800は471 H22 13 ○ A-2

水槽車（Ⅰ型） 日野 豊橋800は493 H24 12 ○ B-2

ポンプ車（ＣＤ-1型） 日野 豊橋800さ9524 H24 11 ○ A-2

水槽付ポンプ自動車
（Ⅰ－Ａ型）

日野 豊橋800は422 H21 15 ○ A-2 非常用

屈折はしご付
消防ポンプ自動車

日野 豊橋800は520 H25 11 ○ A-1 25ｍ級

救助工作車（Ⅱ型） 日野 豊橋800は451 H22 14 ○ －

災害対策
資機材搬送車

日野 豊橋800さ8156 H21 15 ○ －
緊急消防援助隊
登録車両

高規格救急自動車
（救急１）

トヨタ 豊橋800す171 H26 9 ○ －

高規格救急自動車
（救急６）

トヨタ 豊橋800す2927 R4 2 ○ －
緊急消防援助隊
登録車両

水槽付ポンプ自動車
（Ⅰ－A型）

いすゞ 豊橋800は654 H29 7 ○ A-2
緊急消防援助隊
登録車両

高規格救急自動車
（救急３）

トヨタ 豊橋800す3272 H23 13 ○ －

水槽付ポンプ自動車
（Ⅰ－Ｂ型）

日野 豊橋800は476 H23 13 ○ A-2
緊急消防援助隊
登録車両

高規格救急自動車
（救急２）

トヨタ 豊橋800す863 H28 7 ○ －

消防ポンプ車等一覧表

所属

消
防
総
務
課

予
防
課

鳳
来
出
張
所

作
手
出
張
所

消
防
本
部

消
　
防
　
署

本
　
署
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令和6年4月1日 現在

名称 メーカー 登録番号 年式
経過
年数

無線 ポンプ型式 備考

消防ポンプ車等一覧表

所属

水槽付ポンプ自動車
（Ⅰ－Ｂ型）

いすゞ 豊橋800は580 H27 9 ○ A-2

高規格救急自動車
（救急４）

トヨタ 豊橋800す2130 R2 4 ○ －

広報車 日産 豊橋880あ690 H30 5 ○ －

小型ポンプ付積載車 いすゞ 豊橋800す1721 H30 5 ○ B-2

資機材搬送車 日産 豊橋800す1701 H30 5 ○ －

水槽付ポンプ自動車
（Ⅰ－Ｂ型）

日野 豊橋800は487 H23 12 ○ A-2

高規格救急自動車
（救急５）

トヨタ 豊橋800さ9608 H25 11 ○ －

広報車 日産 豊橋880あ691 H30 5 ○ －

水槽付ポンプ自動車
（Ⅰ－Ｂ型）

いすゞ 豊橋800は581 H27 9 ○ A-2

高規格救急自動車
（救急７）

トヨタ 豊橋800さ9928 H26 10 ○ －

消防総務課 6台

予防課 2台

消防署 26台

合　計 34台

設
楽
分
署

津
具
分
遣
所

東
栄
分
署

豊
根
出
張
所

消
　
防
　
署
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新 城 市 設 楽 町 東 栄 町 豊 根 村

本署
鳳来出張所
作手出張所

設楽分署
津具分遣所

東栄分署 豊根出張所

消
火
栓

209 209

69 37 11 11 10

(3) (2) (0) (0) (1)

904 559 202 128 15

(224) (207) (10) (5) (2)

33 26 5 2

(23) (19) (4) (0)

8 3 2 3

(4) (1) (2) (1)

1,223 834 220 144 25

(254) (229) (16) (6) (3)

( )は耐震性貯水槽数

消防水利施設状況

令和６年４月１日現在

150㎜以上

　　　　　　署所名

 区分
合計

20㎥以上
40㎥未満

40㎥以上
60㎥未満

60㎥以上
100㎥未満

100㎥以上

合計

防
火
水
槽

公
設
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１　消防・救助活動用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署所別

　資機材名
計

本

署

鳳

来

出

張

所

作

手

出

張

所

設

楽

分

署

津

具

分

遣

所

東

栄

分

署

豊

根

出

張

所

消防ホース（５０ｍｍ） 154 50 20 20 20 4 20 20

消防ホース（６５ｍｍ） 313 147 30 30 30 16 30 30

泡消火薬剤Ａ（㍑） 220 60 40 40 40 40

泡消火薬剤Ｂ（㍑） 1,940 1,640 60 60 60 0 60 60

消火用水槽（エアーチューブ式1,000ℓ） 1 1

携帯無線機(デジタル） 38 22 3 3 3 2 3 2

携帯拡声器 14 8 1 1 1 1 1 1

発電機 13 7 1 1 1 1 1 1

投光器 15 9 1 1 1 1 1 1

携帯投光器 36 19 3 3 3 2 3 3

かぎ付はしご 2 2

三連はしご 10 4 1 1 1 1 1 1

救命索発射銃 1 1

サバイバースリング又は救助用縛帯 12 6 1 1 1 1 1 1

バスケット型担架 7 2 1 1 1 1 1

平担架(屈折梯子車用） 2 2

油圧ジャッキ 1 1

油圧スプレッダー 6 1 1 1 1 1 1

大型油圧スプレッダー 1 1

油圧切断機 8 3 1 1 1 1 1

大型油圧切断機 1 1

空気切断機 1 1

可搬式ウインチ 8 2 1 1 1 1 1 1

ガス溶断器 1 1

空気鋸 1 1

エンジンカッター 10 4 1 1 1 1 1 1

チェーンソー 10 4 1 1 1 1 1 1

ハンマドリル 1 1

ハンマー 10 4 1 1 1 1 1 1

携帯コンクリート破壊器具 1 1

削岩機 1 1

鉄線カッター 11 5 1 1 1 1 1 1

万能斧 14 8 1 1 1 1 1 1

マット式空気ジャッキ 1 1

救助用支柱器具 1 1

車両移動器具 8 8

マンホール救助器具 1 1

ロープ登降機 15 9 3 3

空気式救助マット 1 1

救助用降下機 9 5 2 2

簡易画像探索機 1 1

熱画像直視装置 8 2 1 1 1 1 1 1

消防資機材一覧

令和6年４月１日現在
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１　消防・救助活動用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署所別

　資機材名
計

本

署

鳳

来

出

張

所

作

手

出

張

所

設

楽

分

署

津

具

分

遣

所

東

栄

分

署

豊

根

出

張

所

可燃性ガス測定器 2 2

酸素濃度測定器 2 2

空気呼吸器 46 24 4 4 4 2 4 4

簡易呼吸器 1 1

携帯警報器 42 20 4 4 4 2 4 4

空気補充用ボンベ（２.０ℓ） 1 1

空気補充用ボンベ（５.０ℓ） 156 90 12 12 12 6 12 12

空気補充用ボンベ（６.０ℓ） 6 6

空気補充用ボンベ(潜水用） 24 24

エアラインマスク 2 2

水中無線 4 4

水中投光器 5 5

潜水器具（ＢＣ） 5 5

ドライスーツ 5 5

ウエットスーツ 13 13

サーフェイスドライスーツ 4 4

救命胴衣 59 32 5 5 5 2 5 5

ＰＦＤ 19 9  5 5

救命浮環 6 6

浮標 6 6

救命ボート 3 3

船外機 2 2

耐電手袋 4 4      

耐電衣 4 4

耐電長靴 4 4

耐熱服 4 4

化学防護服（陽圧式化学防護服を除く） 12 8 2 2

陽圧式化学防護服 3 3

防塵マスク 58 31 5 5 5 2 5 5

防毒マスク(国有物品配備品含） 5 5

放射線測定器（個人線量計　国有物品配備品） 11 11

放射線測定器（空間線量計　国有物品配備品） 3 3

放射線測定器（表面汚染検査計　国有物品配備品） 1 1

消防資機材一覧

令和6年４月１日現在
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２　救急活動用 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署所別

　資機材名
計

本

署

鳳

来

出

張

所

作

手

出

張

所

設

楽

分

署

津

具

分

遣

所

東

栄

分

署

豊

根

出

張

所

手動式人工呼吸器一式 31 12 4 3 3 3 3 3

車両酸素吸入器一式 8 2 1 1 1 1 1 1

携帯酸素吸入器一式 9 3 1 1 1 1 1 1

酸素ボンベ 70 40 4 4 6 4 6 6

電動式吸引機 9 3 1 1 1 1 1 1

陰圧式固定用具 8 2 1 1 1 1 1 1

携帯血圧計 12 3 1 2 2 1 1 2

患者観察装置 7 2 1 1 1 1 1

血中酸素飽和度測定器 22 5 3 3 3 2 3 3

自動心臓マッサージ器 5 1 1 1 1 1

喉頭鏡セット 19 6 3 3 2 1 2 2

自動体外式除細動器（ＡＥＤ） 11 3 1 1 2 1 2 1

高度救命処置訓練用人形 6 1 1 1 1 1 1

心肺蘇生訓練用人形 92 32 15 12 11 4 11 7

除細動器リズムシミュレーター 6 1 1 1 1 0 1 1

静脈注射訓練用モデル 6 1 1 1 1 1 1

ETCO２モニター 7 2 1 1 1 1 1

バックボード 19 8 2 2 2 1 2 2

ショートボード 2 1 1

小児用ボード 7 2 1 1 1 1 1

乳児用ボード 7 2 1 1 1 1 1

ケッド 6 2 1 1 1 1

スクープストレッチャー 12 6 1 1 1 1 1 1

消防資機材一覧

令和6年４月１日現在
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２ 予 防 統 計



自

家

給

油

取

扱

所

323 5 218 38 64 11 60 6 30 9 100 54 27 46

新城地区 183 5 128 35 41 6 26 5 6 9 50 21 10 29

鳳来地区 31 17 1 3 8 5 14 8 5 6

作手地区 11 7 2 4 1 4 3 2 1

設楽地区 35 27 9 2 6 1 9 0 8 5 2 3

津具地区 19 13 6 3 4 6 4 2 2

21 13 3 3 3 4 8 5 2 3

豊根地区 20 11 2 9 9 7 4 2

富山地区 3 2 1 1 1 1

市町村別危険物施設数
令和6年4月1日現在

　　　貯　　　　蔵　　　　所  取　　扱　　所

合　計

東栄町

　製造所等の別

市町村別

合　

計

製

造

所

小

計

屋

内

貯

蔵

所

屋

外

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

内

タ

ン

ク

貯

蔵

所

地

下

タ

ン

ク

貯

蔵

所

簡

易

タ

ン

ク

貯

蔵

所

移

動

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

外

貯

蔵

所

小

計

給

油

取

扱

所

一

般

取

扱

所

新
城
市

設
楽
町

豊
根
村

50

14

4
8 6 8 9

1

128

17

7

27

13 13 11

25

0 

20 

40 

60 

80 

100 
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140 

危
険
物
施
設
数

新城地区 鳳来地区 作手地区 設楽地区 津具地区 豊根地区 富山地区

新城市 設楽町 東栄町 豊根村

取扱所 貯蔵所 製造所

5
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設

置

変

更

設

置

変

更

仮
貯
蔵

仮
取
扱

仮
使
用

8 52 7 41 2 5 12 42 8

5 3 3

小     計 7 8 6 4 0 4 8

屋 内 貯 蔵 所 1 0 0 1 1

屋外タンク貯蔵所 3 5 2 2 0 2 1

屋内タンク貯蔵所

地下タンク貯蔵所 1 1 1 1 1 1

簡易タンク貯蔵所

移動タンク貯蔵所 2 1 2 1 3

屋 外 貯 蔵 所 1 0 1 0 0 2

小     計 1 39 1 34 2 35 0

給油取扱所 8 10 2 9 0

一般取扱所 1 31 1 24 26 0

190 1360 99 566 22 27 59 232

危険物施設の許可、検査及び廃止届数並びに手数料収入額

令和５年度中

許 可 完成検査 承   認

合       計

製    造    所

手数料収入額（単位：千円）
（千円未満四捨五入）

       　　　　　　　区    分

　製造所等の別

完

成

検

査

前

検

査

廃

止

届

取

扱

所

貯

蔵

所
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小

計

屋

内

貯

蔵

所

屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋
内
タ
ン
ク
貯
蔵
所

地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
所

簡
易
タ
ン
ク
貯
蔵
所

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋

外

貯

蔵

所

小

計

給

油

取

扱

所

一

般

取

扱

所

323 5 218 38 64 11 60 6 30 9 100 54 46

５倍以下 129 0 107 17 17 3 34 6 29 1 22 6 16

５倍を超え      　　　　
      １０倍以下

87 2 60 10 22 6 15 0 7 25 7 18

１０倍を超え      　　　　
      ５０倍以下

65 1 41 8 20 2 9 1 1 23 16 7

５０倍を超え
    １００倍以下

18 2 6 1 4 1 10 9 1

１００倍を超え
    １５０倍以下

8 1 1 7 3 4

１５０倍を超え
    ２００倍以下

8 2 2 6 6

２００倍を超え
　　 1,000倍以下

8 1 1 7 7

1,000倍を超え
     5,000倍以下

0 0 0

 5,000倍を超え
    10,000倍以下

0 0 0

 10,000倍を超え
  　 　　 るもの

0 0 0

第１類 0 0 0

第２類 1 1 1 0

第３類 0 0 0

第４類 320 5 216 36 64 11 60 6 30 9 99 54 45

第５類 0 0 0

第６類 0 0 0

2 1 1 1 1

指定数量の倍数・類別危険物施設数
令和6年４月１日現在

貯    蔵    所 取扱所

許可施設数

混　　　　在

製造所等の別

 区       分

合

計

製
造
所

単

独

数

量

別

類

別
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※特定防火対象物

防火対象物の種類

イ ※ 劇場、映画館、演芸場又は観覧場

ロ ※ 公会堂又は集会場

イ ※ キャバレー、カフェー、ナイトクラブその他これらに類するもの

ロ ※ 遊技場又はダンスホール

ハ ※
風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第2条第5項に規定する性　風俗関連特殊営業
を営む店舗その他これに類するものとして総務省令に定めるもの

二 ※
カラオケボックスその他遊興のための設備又は物品を個室において客に利用させる役務を提供する業
務を営む店舗で総務省令で定めるもの

イ ※ 待合、料理店その他これらに類するもの

ロ ※ 飲食店

（４） ※ 百貨店、マーケットその他の物品販売業を営む店舗又は展示場

イ ※ 旅館、ホテル、宿泊所その他これらに類するもの

ロ 寄宿舎、下宿又は共同住宅

イ ※

次に掲げる防火対象物

⑴　次のいずれにも該当する病院（火災発生時の延焼を抑制するための消火活動を適切に実施

　することができる体制を有するものとして総務省令で定めるものを除く。）

　(ⅰ)　診療科名中に特定診療科名（内科、整形外科、リハビリテーション科その他の総務省

　　　令で定める診療科名をいう。⑵(ⅰ)において同じ。）を有すること。

　(ⅱ)　医療法（昭和２３年法律第２０５号）第７条第２項第４号に規定する療養病床又は同

　　　項第５号に規定する一般病床を有すること。

⑵　次のいずれにも該当する診療所

　(ⅰ)　診療科名中に特定診療科名を有すること。

　(ⅱ)　４人以上の患者を入院させるための施設を有すること。

⑶　病院（⑴に掲げるものを除く。）、患者を入院させるための施設を有する診療所（⑵に掲

　げるものを除く。）又は入所施設を有する助産所

⑷　患者を入院させるための施設を有しない診療所又は入所施設を有しない助産所

ロ ※

次に掲げる防火対象物

⑴　老人短期入所施設、養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、軽費老人ホーム（介護保険法

　（平成９年法律第１２３号）第７条第１項に規定する要介護状態区分が避難が困難な状態を

　示すものとして総務省令で定める区分に該当する者（以下「避難が困難な要介護者」という。）

　 を主として入居させるものに限る。）、有料老人ホーム（避難が困難な要介護者を主として

　入居させるものに限る。）、介護老人保健施設、老人福祉法（昭和３８年法律第１３３号）

　第５条の２第４項に規定する老人短期入所事業を行う施設、同条第５項に規定する小規模多

　機能型居宅介護事業を行う施設（避難が困難な要介護所を主として宿泊させるものに限

　る。）、同条第６項に規定する認知症対応型老人共同生活援助事業を行う施設その他これら

　に類するものとして総務省令で定めるもの

⑵　救護施設

⑶　乳児院

⑷　障害児入所施設

⑸　障害者支援施設（障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成１

　７年法律第１２３号）第４条第１項に規定する障害者又は同条第２項に規定する障害児で

　あって、同条第４項に規定する障害支援区分が避難が困難な状態を示すものとして総務省令

　で定める区分に該当する者（以下「避難が困難な障害者等」という。）を主として入所させ

　るものに限る。）又は同法第５条第８項に規定する短期入所若しくは同条第１５項に規定す

　る共同生活援助を行う施設（避難が困難な障害者等を主として入所させるものに限る。ハ⑸

　において「短期入所等施設」という。）

防火対象物一覧表
（消防法施行令別表第１）

（項）

（１）

（２）

（３）

（５）

（６）
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ハ ※

次に掲げる防火対象物
⑴　老人デイサービスセンター、軽費老人ホーム（ロ⑴に掲げるものを除く。）、老人福祉セ
　ンター、老人介護支援センター、有料老人ホーム（ロ⑴に掲げるものを除く。）、老人福祉
　法第５条の２第３項に規定する老人デイサービス事業を行う施設、同条第５項に規定する小
　規模多機能型居宅介護事業を行う施設（ロ⑴）に掲げるものを除く。）その他これらに類す
　るものとして総務省令で定めるもの
⑵　更生施設
⑶　助産施設、保育所、幼保連携型認定こども園、児童養護施設、児童自立支援施設、児童家
　庭支援センター、児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第６条の３第７項に規定する一
　時預かり事業又は同条第９項に規定する家庭的保育事業を行う施設その他これらに類するも
　のとして総務省令で定めるもの
⑷　児童発達支援センター、情緒障害児短期治療施設又は児童福祉法第６条の２の２第２項に
　規定する児童発達支援若しくは同条第４条に規定する放課後等デイサービスを行う施設（児
　童発達支援センターを除く。）
⑸　身体障害者福祉センター、障害者支援施設（ロ⑸に掲げるものを除く。）、地域活動支援
　センター、福祉ホーム又は障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第
　５条第７項に規定する生活介護、同条第８項に規定する短期入所、同条第１２項に規定する
　自立訓練、同条第１３項に規定する就労移行支援、同条第１４項に規定する就労継続支援若
　しくは同条第１５項に規定する共同生活援助を行う施設（短期入所等施設を除く。）

二 ※ 幼稚園、特別支援学校

（７）
小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、高等専門学校、大学、専修学校、各種学校その他これら
に類するもの

（８） 図書館、博物館、美術館その他これらに類するもの

イ ※ 公衆浴場のうち、蒸気浴場、熱気浴場その他これらに類するもの

ロ 上記以外の公衆浴場

（１０） 車両の停車場又は船舶若しくは航空機の発着場

（１１） 神社、寺院、教会その他これらに類するもの

イ 工場又は作業場

ロ 映画スタジオ又はテレビスタジオ

イ 自動車車庫又は駐車場

ロ 飛行機又は回転翼航空機の格納庫

（１４） 倉庫

（１５） 前各項に該当しない事業場

イ ※ 複合用途防火対象物で特定用途部分を有するもの

ロ 複合用途防火対象物で上記以外のもの

※ 地下街

※ 建築物の地階で連続して地下道に面して設けられたものと当該地下道とを合わせたもの

（１７）

文化財保護法の規定によって重要文化財、重要有形民俗文化財、史跡若しくは重要な文化財として

指定され、又は旧重要美術品等の保存に関する法律の規定によって重要美術として認定された建造

物

（１８） 延長50メートル以上のアーケード

（１９） 市町村の指定する山林

（２０） 総務省令で定める舟車

（１６の２）

（１６の３）

（９）

（１２）

（１３）

（１６）
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劇場・映画館 3 1 2 

公会堂・集会場 101 68 15 11 7 

キャバレー・カフェー 0 

遊技場・ダンスホール 5 3 1 1 

性風俗関連特殊営業舗等 0 

カラオケボックス・個室ビデオ店 3 1 2 

待合・料理店 4 4 

飲食店 94 83 1 6 4 

４項 百貨店・マーケット 153 134 8 8 3 

旅館・ホテル 195 78 43 31 43 

寄宿舎・共同住宅 309 282 15 10 2 

(1) 4 4 

(2) 1 1 

(3) 3 3 

(4) 37 28 3 4 2 

(1) 30 19 7 2 2 

(2) 0 

(3) 0 

(4) 0 

(5) 3 2 1 

(1) 26 20 2 2 2 

(2) 0 

(3) 35 28 5 1 1 

(4) 8 8 

(5) 21 18 3 

幼稚園・盲学校 1 1 

７項 小・中・高等学校 138 105 22 8 3 

８項 図書館・博物館 21 10 5 5 1 

蒸気浴場・熱気浴場 19 19 

イ以外の公衆浴場 3 1 2 

１０項 車両の停車場 3 3 

１１項 神社・寺院・教会 59 46 3 10 

工場・作業所 547 512 16 13 6 

映画・テレビスタジオ 0 

自動車車庫・駐車場 37 32 4 1 

飛行機等格納車庫 0 

１４項 倉庫 187 163 23 1 0 

１５項 前項に該当しない事業所 420 322 63 23 12 

特定複合用途防火対象物 251 164 43 34 10 

イ以外の複合用途防火対象物 46 37 3 4 2 

地下街 0 

準地下街 0 

１７項 重要文化財等 3 2 1 

2,770 2,202 285 180 103 

市町村別防火対象物状況
令和6年４月１日現在

イ

ロ

イ

ロ

ハ

二

イ

ロ

イ

ロ

二

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

   １６項の２

   １６項の３

合　　　　計

特定防火対象物 非特定防火対象物

997 1,773

　　　　　　　　　　　　　             　市町村別
　　　　用途別

合 計 新城市 設楽町 東栄町 豊根村

１項

２項

３項

５項

イ 病院・診療所

ロ 介護老人保健施設・老人短期入所施設等

ハ 老人デイサービスセンター・保育園等

９項

１２項

１３項

１６項

６項

37



新城市 設楽町 東栄町 豊根村

同意 同意 同意 同意

新築 22 19 2 1

増築 30 30

改築 0

修繕 0

模様替 0

用途変更 0

その他 0

イ 劇場・映画館 0

ロ 公会堂・集会場 0

イ キャバレー・カフェー 0

ロ 遊技場・ダンスホール 0

ハ 性風俗関連特殊営業を営む店舗等 0

ニ カラオケボックス・個室ビデオ店 0

イ 待合・料理店 0

ロ 飲食店 0

４項 百貨店・マーケット 3 2 1

イ 旅館・ホテル 0

ロ 寄宿舎・共同住宅 1 1

イ 病院・診療所 0

ロ 介護老人保健施設・老人短期入所施設等 0

ハ 老人デイサービスセンター・保育園等 1 1

ニ 幼稚園・盲学校 0

７項 小・中・高等学校 7 7

８項 図書館・博物館 0

イ 蒸気浴場・熱気浴場 0

ロ イ以外の公衆浴場 0

10項 車両の停車場 0

11項 神社・寺院・教会 0

イ 工場・作業所 18 18

ロ 映画・テレビスタジオ 0

イ 自動車車庫・駐車場 0

ロ 飛行機等格納車 0

14項 倉庫 5 5

15項 前各項に該当しない事業所 3 3

イ 特定複合用途防火対象物 3 3

ロ イ以外の複合用途防火対象物 1 1

重要文化財等 0

10 10

52 49 2 1 0

用途別消防同意件数
令和5年度中

17項

その他

合 計

　　　　　　　　　　　 市町村別  

   工事種別・用途
合　計

１項

２項

３項

５項

６項

９項

12項

13項

16項

工
　
事
　
種
　
別
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

防火・防災管理者選任届 16 22 6 12 2 6 12 6 5 6 5 8 106 

消防計画届 17 34 7 15 2 4 9 7 5 6 5 8 119 

圧縮アセチレンガス等の貯蔵等の届 1 0 1 0 3 1 1 0 1 2 1 1 12 

消防用設備等着工届 2 2 2 4 3 8 6 4 5 11 3 0 50 

消防用設備等設置届 14 3 6 2 3 10 8 12 6 3 15 7 89 

消防用設備等点検結果報告書 52 79 97 78 106 208 171 31 63 115 71 88 1,159 

102 140 119 111 119 237 207 60 85 143 100 112 1,535 

炉・かまど・ボイラー等設置 1 2 1 1 2 1 9 4 21 

少量危険物等貯蔵・取扱 2 3 2 6 2 5 2 4 5 10 3 0 44 

少量危険物等廃止届　 6 0 1 1 0 0 3 2 1 0 1 1 16 

防火対象物使用開始 2 6 4 7 3 2 5 5 2 1 5 8 50 

煙火打上げ・仕掛け 1 2 3 4 2 8 5 0 0 0 8 4 37 

変電・発電・蓄電設備設置 6 2 2 4 3 3 3 8 1 1 6 39 

催物開催 0 

18 15 12 23 11 20 18 20 18 12 17 23 207 

120 155 131 134 130 257 225 80 103 155 117 135 1,742 

消防法関係等届出状況
令和５年度中

種　　　　　　別

小　　　　計

小　　　　計

合　　　　計

消
防
法
関
係

火
災
予
防
条
例
関
係
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３ 火 災 統 計



建物 16 1 1 2 20 

林野 3 0 0 0 3 

車両 4 0 0 0 4 

その他 14 0 1 0 15 

計 37 1 2 2 42 

建物 86,649 1 0 100,003 186,653 

林野 10 0 0 0 10 

車両 13,914 0 0 0 13,914 

その他 3 0 0 0 3 

計 100,576 1 0 100,003 200,580 

建物(㎡) 919 0 0 104 1,023 

林野(ａ) 12 0 0 0 12 

死者 2 0 0 0 2 

負傷者 3 1 0 0 4 

火災状況一覧表

令和５年中

　　　　市町村別

　種類別

新城市 設楽町 東栄町 豊根村 合計

火
災
件
数

(

件

)

火
災
損
害
額

(

千
円

)

焼
損
面
積

死
傷
者
（
人
）
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建物 16 1 1 2 20 

林野 3 0 0 0 3 

車両 4 0 0 0 4 

その他 14 0 1 0 15 

合計 37 1 2 2 42 

１月 3 0 0 0 3

２月 10 0 0 0 10

３月 3 0 1 0 4

４月 0 1 0 0 1

５月 2 0 0 1 3

６月 2 0 0 0 2

７月 2 0 1 0 3

８月 5 0 0 0 5

９月 1 0 0 0 1

１０月 3 0 0 1 4

１１月 2 0 0 0 2

１２月 4 0 0 0 4

合計 37 1 2 2 42

月別火災状況

令和５年中

　　　 　  市町村別

　火災種別
新城市 設楽町 東栄町 豊根村 合計
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建物 16 1 1 2 20 

林野 3 0 0 0 3 

車両 4 0 0 0 4 

その他 14 0 1 0 15 

合計 37 1 2 2 42 

たばこ 0 0 0 1 1 

たき火 11 1 0 0 12 

こんろ 2 0 0 0 2 

火遊び 1 0 0 0 1 

放火 1 0 1 0 2 

放火の疑い 0 0 0 0 0 

かまど 1 0 0 0 1 

ストーブ 2 0 1 0 3 

マッチ・ライター 0 0 0 0 0 

火入れ 0 0 0 0 0 

落雷 0 0 0 0 0 

電気機器 0 0 0 0 0 

電気配線 2 0 0 0 2 

その他 17 0 0 1 18 

不明 0 0 0 0 0 

合計 37 1 2 2 42 

原因別火災発生状況

令和５年中

　　　　　市町村別

　火災種別
新城市 設楽町 東栄町 豊根村 合計
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建物 16 1 1 2 20 

林野 3 0 0 0 3 

車両 4 0 0 0 4 

その他 14 0 1 0 15 

合計 37 1 2 2 42 

０～１時台 1 0 0 0 1 

２～３時台 0 0 0 0 0 

４～５時台 3 0 1 0 4 

６～７時台 1 0 0 1 2 

８～９時台 2 0 0 0 2 

１０～１１時台 9 1 0 0 10 

１２～１３時台 8 0 0 0 8 

１４～１５時台 4 0 1 0 5 

１６～１７時台 1 0 0 1 2 

１８～１９時台 5 0 0 0 5 

２０～２１時台 2 0 0 0 2 

２２～２３時台 1 0 0 0 1 

時間帯不明 0 0 0 0 0 

合計 37 1 2 2 42 

時間帯別火災発生状況

令和５年中

　　　　　市町村別

　火災種別
新城市 設楽町 東栄町 豊根村 合計

43



令和元年～令和５年

出 火 総 件 数 （ 件 ） 29 39 13 41 42 32.8

建 物 火 災 11 21 3 13 20 13.6

林 野 火 災 4 8 3 5 3 4.6

車 両 火 災 6 4 2 4 4 4

その他の火災 8 6 5 19 15 10.6

損 害 総 額 （ 千 円 ） 45,802 269,278 44,654 40,113 200,580 120,085

建物火災損害額 28,546 265,636 468 35,697 186,653 72,787

林野火災損害額 4,081 817 76 10 10 999

車両火災損害額 13,028 2,642 43,294 491 13,914 14,674

その他の火災損害額 147 183 816 3,915 3 1,020

建 物 焼 損 面 積 ( ㎡ ) 717 15,267 12 488 1,023 3,501

林 野 焼 損 面 積 ( ａ ) 131 60 72 15 12 58

死　　　    者 (人) 0 2 0 1 2 1

負　　傷　　者　(人) 5 3 1 2 4 3

過去５年間の火災発生状況

　　　　　　　　         年別    
  種別等

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 平均値
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４ 救急救助通信統計



　　　署所別　　　

　種別

合　
　

計

本

署

鳳

来

出

張

所

作

手

出

張

所

設

楽

分

署

津

具

分

遣

所

東

栄

分

署

豊

根

出

張

所

2,746 1,311 577 221 268 1 245 123

2,328 1,115 503 178 232 1 199 100

10 3 3 1 1 1 1

4 2 1 1

0 

0 

2 1 1

0 

205 77 40 30 30 1 17 10

184 63 43 26 27 1 13 11

49 27 8 3 4 6 1

44 25 8 3 3 4 1

11 10 1

9 9

406 197 90 36 41 26 16

335 166 79 27 32 21 10

2 2

1 1

19 11 2 1 1 1 3

9 6 1 1 1

1,772 833 381 135 182 160 81

1,496 700 324 107 163 132 70

270 151 52 15 9 33 10

246 143 48 13 7 29 6

(備考）津具分遣所については、自隊で医療機関へ傷病者を収容した件数を計上しています。

署所別救急出場状況

令和5年中

上段：出場件数　　下段：搬送人員

合　　計

火　　災

自然災害

水　　難

交　　通

労働災害

運動競技

一般負傷

加　　害

自損行為

急　　病

そ の 他
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             月別
　種別

合計 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

火　　災 10 1 1 1 1 1 2 1 2 

自然災害 0 

水　　難 2 1 1 

交　　通 205 9 11 18 22 16 18 13 17 22 19 23 17 

労働災害 49 5 6 5 2 8 3 6 7 2 1 4 

運動競技 11 2 1 2 1 5 

一般負傷 406 27 36 26 35 26 29 35 36 38 44 36 38 

加　　害 2 1 1 

自損行為 19 1 3 2 1 1 4 1 1 3 2 

急　　病 1,772 164 113 149 101 133 134 160 214 156 148 132 168 

その他 270 29 27 18 15 20 22 26 22 19 25 30 17 

合　　計 2,746 236 197 220 176 199 212 245 298 249 241 227 246 

本  署 1,311 104 93 106 90 95 103 129 131 117 109 118 116 

鳳来出張所 577 51 34 40 41 46 45 49 62 56 58 44 51 

作手出張所 221 18 20 26 5 17 19 14 24 20 25 15 18 

設楽分署 268 23 20 26 17 19 17 23 32 22 22 21 26 

津具分遣所 1 1 

東栄分署 245 28 24 12 15 16 18 22 31 20 19 16 24 

豊根出張所 123 12 6 10 8 6 9 8 18 14 8 13 11 

(備考）津具分遣所については、自隊で医療機関へ傷病者を収容した件数を計上しています。

月別救急出場件数
令和5年中
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　　　　　　月別
　種別

合
計

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

火　　災 4 1 1 1 1 

自然災害 0 

水　　難 0 

交　　通 184 8 6 16 20 15 17 11 14 20 17 21 19 

労働災害 44 5 5 5 2 6 3 5 6 2 1 4 

運動競技 9 1 1 2 1 4 

一般負傷 335 21 26 21 33 23 27 29 27 32 38 31 27 

加　　害 1 1 

自損行為 9 2 1 2 1 2 1 

急　　病 1,496 134 101 126 90 112 110 135 186 135 121 108 138 

そ の 他 246 26 25 16 15 16 18 23 19 19 23 29 17 

合　　計 2,328 194 165 186 159 170 178 205 253 217 202 193 206 

本　　署 1,115 87 83 95 80 83 88 107 112 99 86 96 99 

鳳来出張所 503 43 28 28 39 40 43 40 53 49 54 44 42 

作手出張所 178 13 16 23 4 12 17 14 17 18 20 11 13 

設楽分署 232 17 18 22 15 18 14 18 29 21 20 18 22 

津具分遣所 1 1 

東栄分署 199 24 16 9 14 13 12 20 27 16 15 13 20 

豊根出張所 100 10 4 9 7 4 3 6 15 14 7 11 10 

（備考）津具分遣所については、自隊で医療機関へ傷病者を収容した件数を計上しています。

月別救急搬送人員
令和5年中
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時間帯別
０ ２ ４ ６ ８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０ ２２

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

２ ４ ６ ８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０ ２２ ２４

2,746 107 72 107 195 344 387 368 291 284 279 179 133

10 1 1 2 2 2 1 1

0 

2 2

205 9 6 3 17 23 31 35 47 18 6 4 6

49 1 10 9 9 12 3 5

11 2 3 1 3 2

406 12 5 10 28 52 60 73 35 43 49 23 16

2 2

19 2 1 2 2 4 2 4 1 1

1,772 76 55 93 143 230 217 183 161 169 203 138 104

転院搬送 254 5 5 4 24 61 60 26 39 13 13 4

医師搬送 0 

資器材等輸送 0 

そ の 他 16 1 1 1 2 1 3 4 2 1

時間帯別救急出場件数
令和5年中

種   別

合　　　計

火　　災

自然災害

水　　難

交　　通

労働災害

運動競技

一般負傷

加　　害

自損行為

急　　病

（備考）その他の「その他」には、誤報、いたずら電話等が含まれます。

合　

計

そ
の
他

107
72

107

195

344

387
368

291 284 279

179

133

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

０ ２ ４ ６ ８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０ ２２

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

２ ４ ６ ８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０ ２２ ２４

時間帯別

～～～～～～～～～～～～
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曜日別

2,746 454 389 399 316 357 410 421 

10 4 2 1 3 

0 

2 1 1 

205 31 25 23 30 18 23 55 

49 1 7 14 8 10 5 4 

11 5 1 2 1 1 1 

406 82 58 56 46 43 54 67 

2 1 1 

19 3 1 4 3 5 3 

1,772 300 257 253 201 237 262 262 

転院搬送 254 22 38 45 28 43 54 24 

医師搬送 0 

資器材等輸送 0 

そ の 他 16 5 2 1 1 1 5 1 

曜日別救急出場件数
令和5年中

種   別

合　　　計

火　　災

自然災害

水　　難

交　　通

労働災害

運動競技

一般負傷

加　　害

自損行為

急　　病

合計 日 月 火 水 木 金 土

そ
の
他

454 
389 399 

316 
357 

410 421 

0

100

200

300

400

500

日 月 火 水 木 金 土

曜日別
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３分以上 ５分以上 １０分以上

５分未満 １０分未満 ２０分未満

2,746 25 36 823 1,210 652 15.4分

100% 0.9% 1.3% 30.0% 44.1% 23.7% 

１０分以上 ２０分以上 ３０分以上

２０分未満 ３０分未満 ６０分未満

2,328 3 142 1,087 1,096 62.5分

100% 0.0% 0.1% 6.1% 46.7% 47.1%

現場到着所要時間別救急出場件数
令和5年中

合計

割合

（備考）この表は、１１９番通報の覚知から救急隊が現場到着するまでの所要時間を時間別に表して
　　　　 います。

病院収容所要時間別救急搬送人員
令和5年中

合計

割合

（備考）この表は、１１９番通報の覚知から救急隊が傷病者を病院に収容するまでの所要時間を時間別
　　　　 に表しています。

時間区分 計 ３分未満 ２０分以上
現場到着
平均所要

時間

時間区分 計 １０分未満 ６０分以上
収容平均　
所要時間
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中
部

西
部

北
部

東
部

南
部

中
部

西
部

北
部

東
部

南
部

菅
守

開
成

巴
協
和

清
嶺

田
口

名
倉

西
部

東
部

粟
代

東
部

中
央

月
奈
根

中
設
楽

古
戸

西
部

東
部

6 10 

408 413 407 53 198 105 28 125 184 67 15 48 57 12 77 67 43 30 21 20 42 73 7 36 35 10 55 17 6 10 

10 1 1 1 2 3 1 1 

0 

2 1 1 

174 9 28 14 8 16 9 3 9 9 2 4 4 6 4 8 7 4 7 1 2 1 3 1 1 7 1 6 

48 5 10 7 6 1 2 1 2 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

11 1 1 4 3 1 1 

397 46 63 63 5 30 18 4 29 40 9 2 8 11 1 15 8 7 4 5 2 7 5 4 4 4 3 

2 2 

19 4 4 3 1 1 2 1 1 1 1 

1,743 205 298 277 39 140 76 21 73 111 51 9 34 34 7 52 48 30 17 15 15 32 34 5 29 29 6 39 10 4 3 

転院搬送 247 136 8 34 1 10 18 1 2 1 2 1 30 3 

医師搬送 0 
資器材等

輸送 0 

そ の 他 16 2 1 1 1 1 4 1 1 2 1 1 

地区別救急事故発生件数　　　　 令和5年中

新    城    市 設　楽　町 豊根村

新城地区 鳳来地区 作手地区 設楽地区 津具地区 豊根地区

種   別

1,479 509 132 187 51 223 72 

火      災

自然災害

水      難

交      通

労働災害

運動競技

一般負傷

加      害

自損行為

急      病

(備考) この表は、救急事故の発生した件数について地区別に計上したもので、救急出場件数とは差異があります。

地区別
合
　
　
計

東    栄    町
管
轄
外

富
山
地
区

合　　計 2,669 

そ
の
他
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新生児：

乳幼児：

少　 年：

成 　人：

高齢者：

年齢区分別搬送人員

令和5年中

区分

種別

合      計 2,328 0 68 54 547 1,659 

割　　　合 0.0% 2.9% 2.3% 23.5% 71.3%

火　　　災 4 2 2 

自然災害 0 

水　　　難 0 

交       通 184 3 5 117 59 

労働災害 44 33 11 

運動競技 9 5 4 

一般負傷 335 7 6 48 274 

加　　　　害 1 1 

自損行為 9 2 3 4 

急　　　　病 1,496 57 34 291 1,114 

そ　の　他 246 1 2 48 195 

　　　【年齢区分内訳】

生後２８日未満の者

生後２８日以上満７歳未満の者

満７歳以上満１８歳未満の者

満１８歳以上満６５歳未満の者

満６５歳以上の者

合　　計 新生児 乳幼児 少   年 成   人 高齢者
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救急講習会開催状況

令和5年中

講習区分 応急手当講習 救命入門コース 普通救命講習Ⅰ 普通救命講習Ⅱ 普通救命講習Ⅲ 上級救命講習 応急手当普及員講習 合計

署所別 回数 受講者数 回数 受講者数 回数 受講者数 回数 受講者数 回数 受講者数 回数 受講者数 回数 受講者数 回数 受講者数

合　　　　計 77 1,881 5 49 32 335 4 15 1 2 119 2,282 

本　　　　署 27 626 4 42 17 190 1 10 1 2 50 870 

鳳来出張所 13 639 1 7 2 22 1 2 17 670 

作手出張所 4 56 4 37 1 1 9 94 

設 楽 分 署 15 246 4 37 19 283 

津具分遣所 3 38 3 38 

東 栄 分 署 8 162 4 11 1 2 13 175 

豊根出張所 7 114 1 38 8 152 
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各種講習会内容

○応急手当講習

　　講習時間　　３時間未満

　　講習項目　　心肺蘇生法（主に成人に対する）とＡＥＤの使用方法、三角巾、搬送法等

　　修了証　　　 無

○救命入門コース

　　講習時間　　４５分、９０分

　　講習項目　　心肺蘇生法（主に成人に対する）とＡＥＤの使用方法

　　参加証　　　 有（参加証を希望される方に配布します。）

○普通救命講習Ⅰ

　　講習時間　　３時間

　　講習項目　　心肺蘇生法（主に成人）とＡＥＤの使用方法、大出血時の止血法、異物除去法

　　修了証　　 　有

○普通救命講習Ⅱ

　（業務内容や地域活動など一定の頻度で心停止者に対して応急処置をすることが期待・想定される方が対象）

　　講習時間　　４時間

　　講習項目　　普通救命講習Ⅰの内容に加え知識の確認（筆記試験）・実技の評価（実技試験）

　　修了証　　　 有

○普通救命講習Ⅲ

　　講習時間　　３時間

　　講習項目　　心肺蘇生法（主に小児・乳児・新生児）とＡＥＤの使用方法

　　　　　　　　　　大出血時の止血法、異物除去法

　　修了証　　　 有

○上級救命講習

　（業務内容や地域活動など一定の頻度で心停止者に対して応急処置をすることが期待・想定される方が対象）

　　講習時間　　８時間

　　講習項目　　心肺蘇生法（成人・小児・乳児・新生児）とAEDの使用方法、大出血時の止血法、異物除去法

　　　　　　　　　　知識の確認（筆記試験）・実技の評価（実技試験）

　　　　　　　　　　ファーストエイド（傷病者管理法、外傷の手当要領、搬送法）

　　修了証　　 　有

○応急手当普及員講習Ⅰ

　　（業務内容や地域活動など、市民に対して消防職員の代わりに各講習を実施される方が対象）

　　講習時間　　２４時間　　（３日間×８時間）

　　講習項目　　心肺蘇生法（成人・小児・乳児・新生児）とAEDの使用方法、

　　　　　　　　　　基礎知識講義、応急手当の実技、基礎医学、資器材取扱い、指導技法

　　認定証　　　 有

　　※普及員の資格は３年毎に再講習が必要となります。再講習の受講時間は３時間です。
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6 10 1 1 10 5.6 

4 1 1 1 4 2.2 

0 0 0 0 0 0.0 

0 0 0 0 0 0.0 

5 8 3 1 2 3.8 

0 3 2 1 0 1.2 

240 122 174 219 205 192.0 

246 126 151 183 184 178.0 

32 34 32 36 49 36.6 

29 33 29 34 44 33.8 

6 3 4 3 11 5.4 

6 3 4 3 9 5.0 

386 336 378 345 406 370.2 

348 306 336 307 335 326.4 

2 4 7 2 2 3.4 

2 2 6 2 1 2.6 

22 32 15 24 19 22.4 

13 7 7 12 9 9.6 

1,592 1,386 1,494 1,564 1,772 1,561.6 

1,400 1,210 1,280 1,304 1,496 1,338.0 

352 323 360 302 270 321.4 

322 296 333 269 246 293.2 

2,643 2,258 2,468 2,497 2,746 2,522.4 

2,370 1,987 2,149 2,116 2,328 2,190 

1,208 1,088 1,132 1,139 1,311 1,175.6 

1,114 992 1,029 999 1,115 1,049.8 

551 470 578 551 577 545.4 

487 402 496 453 503 468.2 

202 155 198 227 221 200.6 

178 131 158 182 178 165.4 

291 244 266 258 268 265.4 

240 192 227 215 232 221.2 

0 0 0 1 1 0.4 

0 0 0 1 1 0.4 

262 217 210 208 245 228.4 

237 203 169 180 199 197.6 

129 84 84 113 123 106.6 

114 67 70 86 100 87.4 

(備考)津具分遣所については、自隊で医療機関へ傷病者を収容した件数を計上しています。

過去５年間の救急出場状況
平成31年（令和元年）～令和5年

上段：出場件数　　　下段：搬送人員

　　　 　年   別
事故種別        

令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 平均値

火　　災

自然災害

水　　難

交　　通

労働災害

運動競技

一般負傷

加 　害

自損行為

急    病

そ の 他

合　　計

本　　署

鳳来出張所

作手出張所

設楽分署

津具分遣所

東栄分署

豊根出張所
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月別

1 1
0 
0 
0 
0 
0 

18 2 1 2 1 2 2 2 3 1 2
11 1 1 2 2 1 1 1 2
6 1 1 2 1 1
5 1 1 1 1 1
0 
0 

20 1 1 2 2 1 2 1 5 4 1
9 2 1 2 3 1
0 
0 
1 1
1 1

95 9 5 10 3 9 6 5 12 6 4 13 13
52 4 3 4 5 3 2 5 5 4 8 9
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

141 11 7 14 7 13 9 9 14 16 8 17 16

78 5 4 7 2 8 4 5 6 7 7 11 12

45 3 1 5 2 3 4 5 5 2 3 9 3
16 1 1 1 2 1 3 5 2
36 3 3 2 2 5 3 1 3 5 3 4 2
21 2 3 1 1 3 1 1 2 1 2 3 1
7 1 1 1 1 3
4 1 3

22 2 1 1 2 3 1 1 2 4 2 3
16 1 3 1 1 2 3 2 3
5 1 1 1 1 1
5 1 1 1 1 1

12 2 3 2 1 1 1 2
9 2 2 2 1 1 1

13 1 2 1 2 2 1 2 2
6 1 1 1 1 1 1
0 
0 
1 1
1 1

Drヘリ月別要請件数・搬送人員

上段：要請件数　　下段：搬送人員

種別

令和5年中

合計 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

火　　災

自然災害

水　　難

交　　通

労働災害

運動競技

一般負傷

加　　害

自損行為

急　　病

転院搬送

医師搬送

資器材等輸送

そ の 他

合　　計

新
城
市

新城地区

鳳来地区

作手地区

設
楽
町

設楽地区

津具地区

東栄町

豊
根
村

豊根地区

富山地区

管轄外

そ
の
他
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1 1

1 1

1 1

1 1

18 4 1 2 1 1 2 2 2 3

15 2 1 5 1 1 2 3

3 1 1 1

3 1 2

0 

0 

1 1

0 

7 1 2 2 2

3 1 1 1

0 

0 

0 

0 

42 3 4 4 1 4 2 5 3 4 5 3 4

23 2 1 1 1 1 3 2 3 4 2 3

73 7 6 6 2 6 5 6 5 10 6 5 9

46 4 3 6 1 1 2 4 2 7 5 4 7

52 5 5 5 1 6 3 4 3 6 4 4 6

32 2 2 6 1 1 1 2 1 5 4 3 4

7 1 1 1 1 1 2

6 1 1 1 1 2

2 1 1

1 1

9 1 1 1 1 1 3 1

5 1 1 1 1 1

3 1 1 1

2 1 1

月別救助出動状況
令和５年中

上段：出動件数　　下段：救助人員

 　　　 　　月別　　　　　　　
種別

計 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

火
　
災

建　物

建物以外

交通事故

水難事故

風水害等
自然災害

機械による
事故

建物等による
事故

ガス及び
酸欠事故

破裂事故

その他の事故

合　　計

新城市

設楽町

東栄町

豊根村

管轄外
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0 1 0 0 1 0.4 

0 2 0 0 1 0.6 

0 1 1 1 1 0.8 

0 1 0 1 1 0.6 

22 14 15 29 18 19.6 

18 8 9 21 15 14.2 

4 6 4 2 3 3.8 

3 5 3 1 3 3.0 

0 0 0 0 0 0.0 

0 0 0 0 0 0.0 

1 3 4 1 1 2.0 

1 2 3 0 0 1.2 

3 5 12 11 7 7.6 

2 5 8 3 3 4.2 

0 0 3 3 0 1.2 

0 0 3 1 0 0.8 

0 0 0 0 0 0.0 

0 0 0 0 0 0.0 

27 26 40 34 42 33.8 

21 14 27 19 23 20.8 

57 56 79 81 73 69.2 

45 37 53 46 46 45.4 

46 40 58 52 52 49.6 

37 30 39 27 32 33.0 

2 4 9 16 7 7.6 

3 2 6 10 6 5.4 

3 5 4 4 2 3.6 

1 3 3 3 1 2.2 

3 2 4 6 9 4.8 

3 1 4 4 5 3.4 

3 5 4 3 3 3.6 

1 1 1 2 2 1.4 

過去５年間の救助出動状況
平成31年（令和元年）～令和５年

上段：出動件数　　下段：救助人員

　　　　　　　　　　　　年　別     
    種　別

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和5年 平均値

火　災

建　　　物

建物以外

交通事故

水難事故

風水害等自然災害

機械による事故

建物等による事故

ガス及び酸欠事故

破　裂　事　故

その他の事故

合　　　計

新城市

設楽町

東栄町

豊根村

管轄外

58



火災 0

救助 13 1 2 1 1 1 1 2 2 2

救急 0

その他 0

合計 13 0 1 2 0 1 1 1 1 2 2 0 2

新城市 7 2 1 1 1 1 1

設楽町 3 1 1 1

東栄町 1 1

豊根村 2 1 1

管轄外 0

令和5年中

※本市の要請に基づき出動した件数のみ計上。
※出動前にキャンセルしたものは含まない。

愛知県防災ヘリコプター月別要請件数

     月別

 種別

計 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

59



4 4

176 19 13 6 13 17 40 19 8 8 11 6 16

152 6 29 24 8 8 17 13 8 2 2 28 7

333 35 33 20 32 42 32 19 23 32 21 21 23

8 2 2 1 1 1 1

10 2 1 2 3 2

3 3

14 4 4 6

3 1 2

126 10 8 15 4 12 10 11 11 11 8 14 12

16 1 1 1 4 1 2 3 1 1 1

14 1 1 2 3 1 2 1 1 2

7 1 1 1 3 1

6 6

0

162 16 8 14 13 13 12 12 19 13 17 13 12

469 34 37 43 31 28 42 41 55 42 41 36 39

28 2 1 6 3 8 1 2 5

83 6 9 10 6 12 9 3 6 9 5 5 3

1,614 130 142 137 115 136 186 126 145 126 109 136 126

628 61 52 58 34 38 76 43 65 53 49 53 46

270 17 30 14 18 36 31 16 20 26 21 27 14

249 14 24 18 11 25 38 14 21 16 6 20 42

158 13 18 14 21 16 11 16 8 10 9 13 9

76 8 4 10 13 4 6 2 8 4 8 6 3

99 6 4 11 7 13 12 14 10 5 6 6 5

109 10 9 9 8 2 9 18 13 10 6 10 5

7 1 1 1 1 1 1 1

18 1 2 2 1 2 2 1 4 1 2

月別その他出動件数（消防署）

令和5年中

風水害等の災害

演習・訓練等

広報・指導

警防調査

火災調査

特別警戒

捜索

予防査察

誤報等

ヘリ支援

火災警報器発報

車両燃料漏れ

火災津波警戒

避難広報

水防

支援救急

救命支援

小児救命支援

その他

合　計

新城地区

鳳来地区

作手地区

設楽地区

津具地区

東栄町 東栄地区

豊根地区

富山地区

管轄外

　　　　　　　　　　月別
　種別

計 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

新城市

設楽町

豊根村
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0

0

48 1 4 1 10 17 1 2 5 6 1

0

42 3 10 4 1 3 2 3 5 1 4 2 4

0

0

276 9 45 12 7 26 8 15 13 16 9 73 43

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

366 12 56 20 9 39 27 19 18 19 18 81 48

189 8 51 17 7 5 14 6 6 8 11 34 22

66 3 2 1 7 4 11 2 2 27 7

40 2 1 24 3 1 3 3 3

21 2 1 4 5 1 6 2

5 1 4

23 1 1 1 1 9 1 8 1

9 1 1 1 3 3

13 13

0

月別その他出動件数（予防課）

令和５年中

風水害等の災害

演習・訓練等

広報・指導

警防調査

火災調査

特別警戒

捜索

予防査察

誤報等

ヘリ支援

火災警報機発報

車両燃料漏れ

火災津波警戒

避難広報

水防

支援救急

救命支援

小児救命支援

その他

合　計

新城地区

鳳来地区

作手地区

設楽地区

津具地区

東栄町 東栄地区

豊根地区

富山地区

管轄外

　　　　　　　　　　月別
　種別

計 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

新城市

設楽町

豊根村
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月別　

　種別

合 計 3,784 313 306 317 251 294 288 315 393 337 354 311 305

火 災 58 5 15 5 3 3 1 2 12 1 7 2 2

救 急 2,657 220 204 208 180 191 199 240 286 234 243 219 233

救 助 61 4 5 6 2 4 3 7 4 6 4 6 10

そ の 他 1,008 84 82 98 66 96 85 66 91 96 100 84 60

月別　

　種別

合 計 1,144 116 95 113 68 78 66 78 108 120 130 99 73

火 災 10 0 3 1 0 1 0 0 2 0 3 0 0

救 急 727 71 57 64 51 45 51 67 81 66 60 57 57

救 助 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

そ の 他 405 45 34 48 17 32 15 11 25 54 66 42 16

月別　

　種別

合 計 2,640 197 211 204 183 216 222 237 285 217 224 212 232

火 災 48 5 12 4 3 2 1 2 10 1 4 2 2

救 急 1,930 149 147 144 129 146 148 173 205 168 183 162 176

救 助 59 4 4 6 2 4 3 7 4 6 3 6 10

そ の 他 518 39 48 50 49 64 70 55 66 42 34 42 44

１１９番通報受信件数

令和5年中

固定電話からの通報

(備考)固定電話とは、NTT等加入電話です。

携帯電話等からの通報

(備考)携帯電話等とは、携帯電話及びIP電話です。

　　  　その他については、その他災害・いたずら・医療情報・まちがい・テスト等の合計です。

　　　　各受信件数は、第２通報・第３通報等を含みます。

合計 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

合計 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

合計 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
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５ 気 象 統 計



 1 月 5.1 16.5 -4.4 60.5 12.7 60.8 2.1 10.8 21.5 北西 58.5 36.0 4

 2 月 6.9 17.5 -3.8 56.5 10.8 56.7 2.3 11.6 20.9 北北西 39.0 26.5 4

 3 月 11.9 24.7 -0.2 67.4 15.5 66.2 1.8 10.5 22.0 西北西 131.0 26.0 10

 4 月 15.2 27.7 4.4 67.5 10.5 66.8 1.9 8.9 18.6 西 214.5 78.5 10

 5 月 19.0 33.2 9.0 71.7 17.4 70.9 1.9 9.8 20.8 南南西 341.5 134.0 11

 6 月 22.6 33.0 12.8 79.9 25.8 79.4 1.4 9.8 21.5 南南西 627.5 441.5 15

 7 月 27.5 37.3 20.3 77.8 33.3 78.4 1.4 9.6 19.4 西 92.5 31.5 7

 8 月 28.0 36.0 22.5 81.0 46.9 80.3 1.3 6.9 19.6 東 500.5 141.0 19

 9 月 25.9 34.5 17.5 81.8 36.1 82.0 1.1 8.7 14.8 西南西 174.5 43.0 16

10 月 17.6 27.9 6.5 70.2 27.5 70.4 1.7 10.0 18.0 北北西 176.5 43.5 12

11 月 13.2 25.7 3.1 71.8 33.0 71.8 1.7 8.9 19.1 西 98.5 44.0 5

12 月 7.8 20.4 -3.2 67.1 26.3 66.7 1.8 9.3 22.2 西北西 77.5 31.5 5

7月18日 1月26日 4月13日 2月26日 12月17日 合計 6月2日

37.3 -4.4 10.5 11.6 22.2 2,532.0 441.5 

月　別　気　象　状　況
令和5年中

気　温　（℃） 湿　度　（％） 風　速　（ｍ／ｓ） 雨　量　（ｍｍ）

(備考)表中の平均数値は、各月の数値を平均したものです。

平

均

気

温

最

高

気

温

最

低

気

温

平

均

湿

度

最

低

湿

度

平
均
実

効
湿

度

平

均

風

速

最

高

風

速

瞬
間
最

大
風

速

最

多

風

向

総

雨

量

日

最

高

雨

量

降

雨

日

数

5年中 16.7 71.1 70.9 1.7 118 
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１月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

１日の雨量

最大を記録

した日及び

降　雨　量

時間雨量の

最大を記録

した日及び

降　雨　量

１日当りの

平均降雨量

月降雨日数 4日 4日 10日 10日 11日 15日 7日 19日 16日 12日 5日 5日 118日

月間降雨量 58.5 39.0 131.0 214.5 341.5 627.5 92.5 500.5 174.5 176.5 98.5 77.5 2,532.0 

１月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

令和4年 30.5 35.0 110.5 227.0 286.0 136.5 742.5 353.0 468.0 49.0 152.5 23.0 2,613.5 

令和5年 58.5 39.0 131.0 214.5 341.5 627.5 92.5 500.5 174.5 176.5 98.5 77.5 2,532.0 

月 別 降 雨 量 状 況
令和5年中

（降雨量単位：ｍｍ）

月 別 降 雨 量 前 年 比 較
（令和4年中）

（降雨量単位：ｍｍ）

14日 10日 23日 7日 7日 2日 1日 24日 6日 4日 10日 12日

36.0 26.5 26.0 78.5 134.0 441.5 31.5 141.0 43.0 43.5 44.0 31.5 1077.0 

14日 10日 23日 26日 19日 2日 12日 24日 20日 10日 7日 12日

9.5 4.5 10.5 15.0 28.0 68.5 19.5 33.0 27.5 16.5 13.0 10.0 255.5 

1.8 1.3 4.2 7.1 11.0 20.0 2.9 16.0 5.8 5.6 3.2 2.5 81.4 

0.0 

100.0 

200.0 

300.0 

400.0 

500.0 

600.0 

700.0 

800.0 

１月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

月別降雨量前年比較

令和4年

令和5年
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 平 均

北 4.0 4.7 4.0 3.9 3.5 4.8 2.7 3.8 4.0 5.4 4.8 4.4 4.2 

北北東 5.2 6.4 9.8 7.5 6.4 7.5 4.7 5.6 5.9 8.5 10.1 7.9 7.1 

北　東 5.9 9.2 18.9 14.8 13.3 12.5 11.6 13.5 14.0 14.8 15.3 13.4 13.1 

東北東 5.5 7.2 8.6 9.6 11.3 8.6 7.7 13.2 11.6 10.9 9.6 8.7 9.4 

東 5.3 5.1 5.6 6.8 8.2 6.6 5.4 10.9 7.7 8.0 6.1 4.9 6.7 

東南東 2.8 2.2 2.2 2.4 2.3 2.9 2.5 6.9 3.0 3.0 2.8 2.4 3.0 

南　東 1.4 1.8 1.5 2.0 1.3 1.4 0.9 2.9 2.2 1.6 1.7 1.5 1.7 

南南東 1.1 1.9 2.1 3.4 2.0 2.1 2.5 3.5 2.4 1.3 1.3 1.2 2.1 

南 1.6 2.4 2.9 4.9 3.3 3.4 5.8 6.1 4.0 1.8 1.7 1.7 3.3 

南南西 2.7 4.9 4.8 7.3 8.2 5.8 11.2 5.8 5.5 3.5 4.0 3.8 5.6 

南　西 8.2 7.5 12.1 12.0 16.7 11.0 13.9 5.7 9.2 5.6 7.2 9.2 9.9 

西南西 12.4 5.4 6.6 4.0 3.8 5.0 4.8 1.7 4.0 4.5 6.8 11.2 5.9 

西 11.0 7.5 4.8 4.4 2.4 4.0 2.1 1.2 1.9 5.7 6.2 8.6 5.0 

西北西 7.6 8.1 2.7 3.5 1.8 2.6 1.5 1.0 2.0 5.1 4.7 5.0 3.8 

北　西 8.1 8.4 1.6 2.9 2.4 1.3 0.9 0.9 1.4 5.2 4.6 3.4 3.4 

北北西 4.2 5.8 1.8 2.3 2.2 1.4 0.7 1.4 1.4 4.0 2.6 2.0 2.5 

静　穏 13.0 11.5 10.0 8.3 10.9 19.1 21.1 15.9 19.8 11.1 10.5 10.7 13.5 

月　別　風　向　頻　度
令和5年中

（ 単位：％ ）

65



６ 消防団統計



歴 代 氏      名

初 代 佐 宗 龍 俊 平成20年 4月 1日 ～ 平成29年 3月31日

２　代 杉 木 隆 浩 平成29年 4月 1日 ～ 令和 2年 3月31日

３　代 田 中 辰 美 令和 2年 4月 1日 ～ 令和 6年 3月31日

４　代 片 桐 孝 令和 6年 4月 1日 ～ 現　在

歴  代 氏      名

初 代 小 倉 賢 二 平成20年 4月 1日 ～ 平成21年 3月31日

〃 斎 藤 修 史 　 〃

〃 小 野 田 延 孝 〃

〃 滝 本 浩 司 〃

〃 鈴 木 太 志 　 〃 　

〃 打 桐 厚 史 平成20年 4月 1日 ～ 平成23年 3月31日

〃 柗 本 貴 志 平成20年 4月 1日 ～ 平成22年 3月31日

〃 遠 山 隆 秀 〃

〃 梶 村 善 久 〃

２ 代 金 田 憲 樹 平成21年 4月 1日 ～ 平成23年 3月31日

〃 齋 藤 宏 都 平成21年 4月 1日 ～ 平成22年 3月31日

３ 代 渡 邉 正 和 平成22年 4月 1日 ～ 平成24年 3月31日

〃 小 山 重 憲 平成22年 4月 1日 ～ 平成25年 3月31日

〃 内 山 道 孝 〃

〃 森 光 矢 平成22年 4月 1日 ～ 平成24年 3月31日

４ 代 杉 木 隆 浩 平成23年 4月 1日 ～ 平成29年 3月31日

〃 白 井 則 行 平成23年 4月 1日 ～ 平成26年 3月31日

５ 代 小 柳 津 貴 宏 平成24年 4月 1日 ～ 平成25年 3月31日

〃 洞 口 正 宏 平成24年 4月 1日 ～ 平成26年 3月31日

６ 代 戸 鹿 島 宗 一 平成25年 4月 1日 ～ 平成26年 3月31日

〃 鈴 木 博 久 平成25年 4月 1日 ～ 平成27年 3月31日

〃 塩 澤 宏 樹 平成25年 4月 1日 ～ 平成28年 3月31日

７代 柿 田 祥 孝 平成26年 4月 1日 ～ 平成28年 3月31日

〃 筒 井 康 博 〃

〃 齋 藤 貴 之 平成26年 4月 1日 ～ 令和 2年 3月31日

8代 太 田 亮 平成27年 4月 1日 ～ 平成30年 3月31日

9代 新 川 浩 司 平成28年 4月 1日 ～ 平成30年 3月31日

〃 田 中 辰 美 平成28年 4月 1日 ～ 令和 2年 3月31日

〃 櫻 井 剛 平成28年 4月 1日 ～ 令和 4年 3月31日

１０代 植 田 容 正 平成29年 4月 1日 ～ 令和 2年 3月31日

１１代 岡 田 達 一 平成30年 4月 1日 ～ 令和 2年 3月31日

〃 片 桐 孝 〃 ～ 令和 6年 3月31日

１２代 伊 藤 彰 良 令和 2年 4月 1日 ～ 令和 6年 3月31日

〃 米 山 毅 令和 2年 4月 1日 ～ 令和 5年 3月31日

〃 田 中 昌 克 〃 ～ 　現　在

〃 西 山 建 令和 2年 4月 1日 ～ 令和 4年 3月31日

１３代 鈴 木 雅 治 令和 4年 4月 1日 ～ 　現　在

〃 太 田 昌 臣 〃 ～ 　現　在

１４代 竹 上 和 輝 令和 5年 4月 1日 ～ 　現　在

１５代 松 下 明 宏 令和 6年 4月 1日 ～ 　現　在

〃 夏 目 和 也 〃 ～ 　現　在

消 防 団 長 ・ 消 防 副 団 長 歴

消防団長
在　職　期　間

副団長
在　職　期　間
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年 額 報 酬

出動報酬（災害出動）

出動報酬（訓練等出動）

円 1人 × 25,000 円

円 6人 × 20,000 円

円 34人 × 2,000 円

円 33人 × 5,000 円

円 34班 × 125,000 円

円 9箇所 × 4,000 円

5年以上6年未満

6年以上7年未満

7年以上8年未満

8年以上9年未満

9年以上10年未満

10年以上11年未満

11年以上12年未満

12年以上13年未満

13年以上14年未満

14年以上15年未満

15年以上16年未満

16年以上17年未満

17年以上18年未満

18年未満19年未満

19年未満20年未満

20年以上21年未満

21年以上22年未満

22年以上23年未満

23年以上24年未満

24年以上25年未満

25年以上26年未満

26年以上27年未満

27年以上28年未満

28年以上29年未満

29年以上30年未満

30年以上

消防団員報酬額・交付金額

団    長 副団長 分団長 副分団長 部    長 班    長 団    員

175,000円 124,000円 78,000円 50,000円 40,000円 37,000円 36,500円 6,000円

8,000円（４時間以内：4,000円／８時間を超える場合４時間ごと：4,000円加算）

2,000円

  (年) 25,000 団長数

  (年) 120,000 副団長数

ラッパ分団割   (年) 68,000 団員数

分 団 割   (年) 165,000 分団役員数

班  　割   (年) 4,250,000 班数

器具庫割   (年) 36,000 器具庫数

消防団員退職報償金支給額

239,000 229,000 219,000 214,000 204,000 200,000 55,000

260,000 249,000 238,000 231,000 219,000 212,000 58,000

281,000 269,000 258,000 249,000 235,000 225,000 61,000

302,000 289,000 278,000 267,000 251,000 238,000 65,000

323,000 309,000 298,000 285,000 267,000 251,000 68,000

344,000 329,000 318,000 303,000 283,000 264,000 72,000

367,000 349,000 337,000 320,000 298,000 278,000 76,000

390,000 369,000 356,000 337,000 313,000 292,000 80,000

413,000 389,000 375,000 354,000 328,000 306,000 83,000

436,000 409,000 394,000 371,000 343,000 320,000 87,000

459,000 429,000 413,000 388,000 358,000 334,000 91,000

486,000 450,000 433,000 406,000 374,000 349,000 95,000

513,000 471,000 453,000 424,000 390,000 364,000 99,000

540,000 492,000 473,000 442,000 406,000 379,000 103,000

567,000 513,000 493,000 460,000 422,000 394,000 107,000

594,000 534,000 513,000 478,000 438,000 409,000 112,000

631,000 569,000 542,000 507,000 463,000 431,000 118,000

668,000 604,000 571,000 536,000 488,000 453,000 124,000

705,000 639,000 600,000 565,000 513,000 475,000 130,000

742,000 674,000 629,000 594,000 538,000 497,000 136,000

779,000 709,000 659,000 624,000 564,000 519,000 142,000

819,000 749,000 697,000 661,000 598,000 553,000 151,000

859,000 789,000 735,000 698,000 632,000 587,000 160,000

899,000 829,000 773,000 735,000 666,000 621,000 169,000

939,000 869,000 811,000 772,000 700,000 655,000 179,000

979,000 909,000 849,000 809,000 734,000 689,000 188,000

 　                 階級別

　区 分

地域支援
団員

交　付　金

団本部割

　　               階級別

在職年数

団   長 副団長 分団長 副分団長
部　長

・
班　長

団   員
地域支援

団　　員
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団 長 副 団 長 分 団 長 副分団長 部 長 班 長 団 員
地域支援
団 員

合 計

18 才 3 3
19 才 0
20 才 0
21 才 2 2
22 才 5 5
23 才 7 7
24 才 4 4
25 才 13 13
26 才 7 7
27 才 13 13
28 才 16 16
29 才 1 1 23 25
30 才 1 1 17 19
31 才 1 1 30 32
32 才 3 11 14
33 才 1 1 4 30 36
34 才 1 1 3 32 37
35 才 1 2 1 2 31 37
36 才 1 1 2 3 34 41
37 才 9 37 46
38 才 4 5 2 5 32 48
39 才 1 3 2 2 41 3 52
40 才 1 2 28 4 35
41 才 2 1 35 17 55
42 才 1 15 20 36
43 才 8 19 27
44 才 1 5 17 23
45 才 6 16 22
46 才 1 7 8
47 才 4 9 13
48 才 2 5 7
49 才 3 5 8
50 才 2 2
51 才 1 1
52 才 0
53 才 0
54 才 0
55 才 0
56 才 0
57 才 0

1 6 11 11 11 34 496 124 694

44.0 39.0 36.0 36.4 37.7 35.3 35.0 43.8 36.7 

団本部
ラッパ
分団

第１
方面隊

第２
方面隊

第３
方面隊

第４
方面隊

第５
方面隊

第６
方面隊

合 計

61 52 18 43 16 19 209

2 1 99 47 22 27 30 30 258

2 1 69 21 13 17 14 20 157

2 1 17 6 7 6 10 12 61

1 1 2 4 8

1 1

7 3 246 126 60 94 72 86 694

                         消 防 団 員 年 齢 状 況 令和６年４月１日現在
             階級
別

年齢別

合　　計

平均年齢

　　　　　　　　　　　消 防 団 員 在 職 年 数 状 況 令和６年４月１日現在
　　　　　　階級
別

年齢別

５年未満

５年以上
１０年未満

１０年以上
１５年未満

１５年以上
２０年未満

２０年以上
２５年未満

２５年以上

合　　　計
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令和６年４月１日現在

新城市消防団組織表

（筆頭副団長） ラッパ分団
（分団長・副分団長・部長）

新城分団
（分団長・副分団長・部長）

１～３班
（各班長・各団員）

第1方面隊
(副団長兼第1方面隊長）

千郷分団
（分団長・副分団長・部長）

１～３班
（各班長・各団員）

東郷分団
（分団長・副分団長・部長）

１～４班
（各班長・各団員）

舟着分団
（分団長・副分団長・部長）

１～２班
（各班長・各団員）

新城市消防団
（消防団長）

第2方面隊
(副団長兼第2方面隊長）

八名分団
（分団長・副分団長・部長）

１～４班
（各班長・各団員）

第3方面隊
(副団長兼第3方面隊長）

鳳来分団
（分団長・副分団長・部長）

１～３班
（各班長・各団員）

鳳来中部分団
（分団長・副分団長・部長）

１～３班
（各班長・各団員）

第4方面隊
(副団長兼第4方面隊長）

団本部 山吉田分団
（分団長・副分団長・部長）

１～２班
（各班長・各団員）

分団
第5方面隊

(副団長兼第5方面隊長）
東陽分団

（分団長・副分団長・部長）
１～５班

（各班長・各団員）

第6方面隊
(副団長兼第6方面隊長）

作手分団
（分団長・副分団長・部長）

１～５班
（各班長・各団員）

凡例
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施設 車両
（方面）

班数 区域 団長 副団長 分団長 副分団長 部長 班長 団員 地域支援

市内全域 1 1 7 7 1 6

市内全域 3 3 1 1 1

分団 （1） 新城 3
新城地域自治区を構成する
9行政区 3 3 3 3 70 68 1 1 1 3 62 2 2

分団 （1） 千郷 3
千郷地域自治区を構成する
17行政区 3 3 3 2 1 70 68 1 1 1 3 62 2 2

分団 （1） 東郷 4
東郷地域自治区を構成する
17行政区 4 4 4 4 106 88 1 1 1 4 81 18 18

分団 （2） 舟着 2
舟着地域自治区を構成する
4行政区 2 2 2 2 46 32 1 1 1 2 27 14 14

分団 （2） 八名 4
八名地域自治区を構成する
10行政区 4 4 4 2 2 80 75 1 1 1 4 68 5 5

分団 （3） 鳳来 3
鳳来北西部地域自治区を
構成する16行政区 5 3 2 5 3 2 60 39 1 1 1 3 33 21 21

分団 （4） 鳳来中部 3
鳳来中部地域自治区を構
成する9行政区 3 3 3 3 56 31 1 1 1 3 25 25 25

分団 （4） 山吉田 2
鳳来南部地域自治区を構
成する5行政区 2 2 2 2 38 37 1 1 1 2 32 1 1

分団 （5） 東陽 5
鳳来東部地域自治区を構
成する22行政区 10 5 5 10 1 4 5 72 58 1 1 1 5 50 14 14

分団 （6） 作手 5
作手地域自治区を構成する
28行政区 7 5 2 7 1 4 2 86 64 1 1 1 5 56 22 22

34班 10地域自治区域内 43 34 9 44 6 28 10 694 570 1 6 11 11 11 34 496 124 124

新城市消防団の消防力
令和6年4月1日

かたち もの ひと
組織種別 消防団員

分団名 基本団員 機能別団員

団本部

分団 ラッパ

1本部（6方面隊）11分団

詰所 器具庫 ポンプ車 付積載車 その他
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『守りたい 未来があるから 火の用心』

『逃げてよ！と ピーッと鳴るよ 住警器』


